
 
 
 
 
 

３章 岐阜高専におけるＡＬ事例集 

 

３．  総論：岐阜高専における AL 実施の個別事例               p.3-1 

 
３．１ 物理・化学・数学・応用物理・応用数学関係のＡＬ事例          p.3-2 

 

物理・化学・数学・応用物理・応用数学関係のＡＬ事例            

 

３．２ 一般科目（１年生）へのＡＬ導入を目指して        p.3-27 

 

一般科目（１年生）へのＡＬ導入事例 

 

３．３ 専門学科で展開中のＡＬ事例         p.3-38 

 

専門科目での本校のＡＬ事例 

  

岐阜高専で実施したＡＬに関する事例集です。本校ではＡＰ推進室と連携して、

実験系科目や専門科目でのＡＬに加えて、平成２６年度当初から３．１の科目群に

ついて、後期からは３．２の科目群へとＡＬの拡充を進めました。平成２７年度に

は３年以下の低学年科目全体にＡＬの拡充を推進予定です。 



 

 



総論：岐阜高専における AL実施の個別事例 
 

久保田 圭司※１ 
Keiji KUBOTA 

 

 

1. 本事例集の所在 

 本稿は本報告書の第3章の構成を明示するものであ

る。本校における教育AP事業の全体像を示した第1-2

章を受け、第3章では個々の授業におけるAL(Active 

Learning)の実施状況を紹介する。 

 

2. 構成 

2-1. 本校のAL事例集1 

第 3章-1においては 26年度に ALを導入した中心教

科である、物理・化学・数学・応用物理・応用数学の

実施状況を示した。本校では FD(Faculty Development：

教育能力向上)活動の一環として年度に 2回の授業参観

週間を設置しているが、26 年度は 5 月 19 日(月)から

23日(金)と 1月 26日(月)から 30日(金)に参観が実施さ

れた。 

これに先立ち 4月 30日(水)には 26年度第 1回 FD教科

目連携協議会が開催され、小川専門基礎グループ長か

ら「基礎科学科目の学内連携と AL の適用」をテーマ

とした講演により、まず本科全学年における上記 5 教

科で先行して AL を導入し 5 月の参観対象授業で実施

する方針が示されている。また 1 月の授業参観でも本

科全学年における上記 5 教科が AL 実施の対象となっ

ている(第 5 学年の応用物理・応用数学を除く)。 

 

2-2. 本校のAL事例集2 

第 3 章-2 においては本校の第 1 学年で常勤教員によ

って実施されている教科のうち、2-1及び 2-3 で扱う教

科を除いた教科の実施状況を示した。具体的な教科名

としては、国語 A・国語 B・地理・保健・体育・英語

A・英語 Bが該当する(カリキュラムとしてはこの他に

歴史・英語 Cが存在するが、非常勤教員のみによる実

施のため本報告書では省略した)。本校の教育 AP 事業

は 5ヵ年計画で進められているが、26 年度の設備的事

業として第 1 学年の 5 教室において AL 環境改善工事

が実施された。この工事により教室前面の既存の黒板

に対比して教室後方にホワイトボードが設置されると

共にプロジェクターを含むスクリーンが増設され、更

に無線 LAN 環境が構築された。この設備改善を前提と

して教育 AP 事業としては第 3 章-1 において示した中

心科目を除く第 1 学年の全教科においても 1 回以上の

AL実施を担当教員に要請し、1 月下旬の授業参観週間

において各教科で公開授業として実施された。 

 

2-3. 本校のAL事例集3 

第 3章-3 においては本校の専門 5学科(機械工学科・

電気情報工学科・電子制御工学科・環境都市工学科・

建築学科)において、AL が実施されている事例を学年

に捉われず示した。 

 

3．今後の見込と課題 

以上のように第 3章は 26年度において本校で実施さ

れてきた AL の状況を報告するものである。今後の展

開としては導入を開始した AL の頻度の増加、並びに

無線 LAN を利用した学習者による情報収集やグルー

プ学習等といった方法の AL の登場が予想される。多

くの教科はこれらの要素を意識的に導入開始した段階

であり、特に講義形式で展開されてきた要素が大きい

座学系の教科では当面に渡り教員の授業改革に努力を

要することが確実である。同時に AL は授業展開の一

形式であって、形態を取り入れればそれで完了するわ

けでもない。実施した結果として如何なる質的改善が

実現するかが大きな課題であることを忘れてはならな

いと考える次第である。 

例えば AL 導入に際して、本校では A(反転学習

等)B(グループ学習等)C(個人単位の課題演習等)という

3 段階の分類を行ない、1 月下旬の授業参観においては

A ないし B の AL を実施することが担当教員に求めら

れた。この分類は AL 導入における指標ではあるが、

往々にして Cより B、Bより Aが高次元であり最終的

には全教員が全授業において毎回 Aを実施する義務が

生じるという方向に向かいかねないような危惧も感じ

る。教科内容の特徴に応じて、例えば ABCのどの手法

を採用することで、教員からの一方的な講義を展開す

るよりも如何なる意味で学生の主体性が向上するのか

という視点を維持することを自身の課題としたいと考

えている。 

 

※1：岐阜高専一般人文科目(教授) 
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科
⽬

名
：

  
 物

理
A 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

後
期

 
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
 １

年
 

  
  

  
 M

学
科

（
A

学
科

も
同

様
の

授
業

を
⾏

った
）

  
  

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
 １

⽉
３

０
⽇

（
 ⾦

曜
⽇

）
 

  
  

  
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
１

 限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
坂

部
 和

義
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
実

際
に

学
⽣

実
験

を
す

る
と、

９
０

分
程

度
要

す
る

実
験

内
容

を
、測

定
を

教
員

側
で

⾏
うこ

とに
よ

り、
実

験
時

間
の

 
  

短
縮

を
⽬

指
す

「模
擬

実
験

」で
あ

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
実

際
に

学
⽣

⾃
らが

実
験

を
して

得
られ

る
知

識
と同

等
の

知
識

を
、短

時
間

で
習

得
す

る
こと

を
試

み
た

。 
 ・

実
験

の
設

定
、内

容
が

分
か

る
よ

うに
、最

初
に

教
員

が
演

⽰
実

験
を

⾏
った

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
実

際
の

実
験

と全
く同

じ
とは

⾔
え

な
い

が
、⼀

⼈
⼀

⼈
が

実
験

に
も

れ
な

く参
加

して
い

る
雰

囲
気

が
で

き
た

。 
 ・

全
員

に
実

験
レ

ポ
ー

トの
提

出
を

課
す

こと
に

よ
り、

緊
張

感
を

持
って

授
業

に
取

り組
め

た
の

で
は

な
い

か
と思

う。
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
教

科
書

の
学

習
す

べ
き

基
礎

知
識

を
、あ

らか
じ

め
教

員
が

説
明

し
、そ

の
基

礎
知

識
を

基
に

し
て

「模
擬

実
験

」を
⾏

うの
で

、
学

⽣
主

体
で

⾃
ら考

え
て

学
習

す
る

時
間

が
増

え
る

と同
時

に
内

容
の

理
解

も
深

ま
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
15

  
15

分
 

「⾃
由

落
下

」の
復

習
 

■
：

説
明

（
「⾃

由
落

下
」は

加
速

度
が

重
⼒

加
速

度
ｇ

の
「等

加
速

度
直

線
運

動
」で

あ
る

こと
の

解
説

）
 

 

展
 

開
 

  
9:

15
〜
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分
 

実
験

内
容

の
説

明
 

（
演

⽰
実

験
）

 
 

■
：

説
明

（
演

⽰
実

験
を

し
な

が
ら

の
「重

⼒
加

速
度

ｇ
の

測
定

」実
験

の
内

容
説

明
）

 

 

9:
30

〜
 

10
:1

5 
45

分
 

 
学

⽣
に

よ
る

実
験

レ
ポ

ー
 

トの
ま

とめ
、整

理
 

 

○
：

学
習

活
動

、☆
：

AL
の

⼭
場

 
（

教
員

側
で

⽤
意

し
た

測
定

結
果

を
基

に
した

実
験

結
果

の
計

算
）

 

 

: 
 〜

  
: 

分
 

   

 
 

ま
 と め
 

 1
0:

15
〜

 
10

:3
0 

 
15

分
 

学
⽣

に
よ

る
実

験
レ

ポ
ー

ト
の

結
果

発
表

、
お

よ
び

教
員

に
よ

る
コメ

ン
ト 

※
：

結
果

発
表

、お
よ

び
誤

差
の

原
因

な
どに

つ
い

て
の

考
察

  
  

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
「物

理
実

験
ノー

ト」
（

数
研

出
版

）
 

を
も

とに
「重

⼒
加

速
度

ｇ
の

測
定

」の
実

験
器

具
の

準
備

、
プ

リン
ト

の
作

成
（

学
⽣

に
配

布
）

を
⾏

った
。 

   

紙
テ

ー
プ

を
つ

け
た

お
も

りを
⾃

由
落

下
さ

せ
、落

下
の

時
間

的
変

化
を

記
録

タイ
マ

ー
の

打
点

に
よ

り記
録

し
た

紙
テ

ー
プ

を
、

クラ
ス

の
⼈

数
分

、教
員

側
で

⽤
意

し
た

（
本

来
の

実
験

で
は

、学
⽣

が
⾏

う作
業

）
。 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 

あ
る

程
度

は
で

き
た

。
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
授

業
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

授
業

の
進

度
が

遅
れ

る
の

で
は

な
い

か
、

 
 

と
懸

念
す

る
学

生
が

少
な

か
ら

ず
い

た
。

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
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○
、※

に
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す
る
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ン
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時

間
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が

あ
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ば
、
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授
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よ
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な
「

模
擬
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験

」
で

は
な

く
、

実
際

の
実

験
を

行
っ

た
方

が
、

 
 

よ
り

教
育
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で

あ
る

と
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う
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  ●

ア
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グ
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員
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よ
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ファ
シ

リテ
ー
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の
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う 
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ま
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い

 
①

 
学

び
の

場
づ
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○
 

 
②
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関
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○
 

 
 

②
 

構
造

化
 

 
  

  
  

○
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④
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報
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科
⽬

名
：

  
 物

理
BⅡ

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ２
年

 
  

  
  

 E
学

科
（

M
,A

学
科

も
同

様
の

授
業

を
⾏

った
）

  
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

 １
⽉

２
６

⽇
（

 ⽉
曜

⽇
）

 
  

  
  

お
よ

び
 １

⽉
２

８
⽇

（
 ⽔

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
１

 限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
坂

部
 和

義
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
実

際
に

学
⽣

実
験

を
す

る
と、

９
０

分
程

度
要

す
る

実
験

内
容

を
、測

定
を

教
員

側
で

⾏
うこ

とに
よ

り、
実

験
時

間
の

 
  

短
縮

を
⽬

指
す

「模
擬

実
験

」で
あ

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
実

際
に

学
⽣

⾃
らが

実
験

を
して

得
られ

る
知

識
と同

等
の

知
識

を
、短

時
間

で
習

得
す

る
こと

を
試

み
た

。 
 ・

実
験

の
設

定
、内

容
が

分
か

る
よ

うに
、最

初
に

教
員

が
演

⽰
実

験
を

⾏
った

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
実

際
の

実
験

と全
く同

じ
とは

⾔
え

な
い

が
、⼀

⼈
⼀

⼈
が

実
験

に
も

れ
な

く参
加

して
い

る
雰

囲
気

が
で

き
た

。 
 ・

全
員

に
実

験
レ

ポ
ー

トの
提

出
を

課
す

こと
に

よ
り、

緊
張

感
を

持
って

授
業

に
取

り組
め

た
の

で
は

な
い

か
と思

う。
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
教

科
書

の
学

習
す

べ
き

基
礎

知
識

を
、あ

らか
じ

め
教

員
が

説
明

し
、そ

の
基

礎
知

識
を

基
に

し
て

「模
擬

実
験

」を
⾏

うの
で

、
学

⽣
主

体
で

⾃
ら考

え
て

学
習

す
る

時
間

が
増

え
る

と同
時

に
内

容
の

理
解

も
深

ま
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イン

ト)
 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

10
:3

0 
 

９
０

分
「回

折
格

⼦
の

原
理

」の
 

学
習

 
■

：
説

明
（

「回
折

格
⼦

に
よ

る
光

の
 

⼲
渉

」の
原

理
に

つ
い

て
の

説
明

、 
プ

ロジ
ェク

ター
に

よ
る

視
覚

化
）

 

 

展
 

開
 

  
9:

00
〜

9:
30

 
30

分
実

験
内

容
の

説
明

 
（

演
⽰

実
験

）
 

 

■
：

説
明

（
演

⽰
実

験
を

し
な

が
ら

の
「回

折
格

⼦
に

よ
る

光
の

⼲
渉

 
実

験
」の

内
容

説
明

）
 

 

9:
30

〜
 

10
:0

0 
30

分
学

⽣
に

よ
る

実
験

レ
ポ

ー
 

トの
ま

とめ
、整

理
 

 

○
：

学
習

活
動

、
☆

：
AL

の
⼭

場
（

測
定

値
を

も
とに

した
回

折
格

⼦
定

数
、光

の
波

⻑
な

どの
計

算
）

 

 

: 
 〜

  
: 

分
   

 
 

ま
 

と め
 

10
:0

0〜
 

10
:3

0 
30

分
学

⽣
に

よ
る

実
験

レ
ポ

ー
ト

の
結

果
発

表
、お

よ
び

教
員

に
よ

る
コメ

ン
ト 

※
：

結
果

発
表

、
お

よ
び

回
折

格
⼦

と
同

じ原
理

で
⼲

渉
縞

が
⾒

られ
る

、
CD

な
どの

裏
⾯

に
つ

い
て

の
考

察
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

「物
理

実
験

ノー
ト」

（
数

研
出

版
）

 
を

も
とに

「回
折

格
⼦

に
よ

る
光

の
⼲

渉
実

験
」の

実
験

器
具

の
準

備
、プ

リン
ト

の
作

成
（

学
⽣

に
配

布
）

を
⾏

った
。 

   

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 

あ
る

程
度

は
で

き
た

。
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
授

業
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

授
業

の
進

度
が

遅
れ

る
の

で
は

な
い

か
、

 
 

と
懸

念
す

る
学

生
が

少
な

か
ら

ず
い

た
。

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  
時

間
的

な
余

裕
が

あ
れ

ば
、

当
授

業
の

よ
う

な
「

模
擬

実
験

」
で

は
な

く
、

実
際

の
実

験
を

行
っ

た
方

が
、

 
 

よ
り

教
育

的
で

あ
る

と
思

う
。

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
  

  
  

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
  

  
  

○
 

 
 

②
 

構
造

化
 

 
  

  
  

○
 

 
③

 
合

意
形

成
 

 
○

  
  

 
 

④
 

情
報

共
有

化
 

 
  

  
  

○
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

3-3



 
  

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 物

理
Ａ

  
  

  
  

  
  

  
 

後
期

 
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
  

１
年

 環
境

都
市

⼯
学

科
  

  
実

施
⽇

：
平

成
27

年
1

⽉
30

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

  
 3

限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

  
  

 菅
 菜

穂
美

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

グ
ル

ー
プ

演
習

を
通

じて
、全

て
の

学
⽣

が
積

極
的

に
問

題
演

習
に

取
り組

む
よ

うに
す

る
。 

 ・
“T

ea
ch

in
g 

in
 L

ea
rn

in
g”

の
実

践
に

よ
り、

理
解

が
深

ま
る

よ
うに

す
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
・「

①
先

ず
、⾃

分
で

考
え

る
。②

分
か

らな
い

問
題

は
グ

ル
ー

プ
内

の
⼈

と相
談

して
解

く。
」と

い
う流

れ
で

⾏
った

。 
 ・

難
易

度
が

⾼
い

問
題

に
つ

い
て

は
、教

員
が

⿊
板

に
ヒン

トを
書

き
、ク

ラス
全

体
の

演
習

を
促

進
させ

た
。 

 ・
積

極
的

に
周

囲
に

質
問

で
き

な
い

学
⽣

に
つ

い
て

は
、教

員
が

質
問

を
聞

き
出

し
、隣

の
学

⽣
に

教
え

て
も

らう
よ

うに
した

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
積

極
的

に
質

問
で

き
な

い
学

⽣
も

数
名

い
る

が
、相

談
し

合
って

い
る

学
⽣

が
多

か
った

よ
うに

感
じる

。 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

物
理

A
は

基
本

的
な

内
容

を
扱

って
い

る
の

で
、先

ず
は

教
員

が
内

容
を

しっ
か

り教
え

た
⽅

が
良

い
（

数
学

の
習

熟
度

に
も

ば
らつ

き
が

あ
る

た
め

、反
転

授
業

は
困

難
と考

え
る

。）
 

 ・
説

明
中

に
出

題
す

る
クイ

ズ
や

、グ
ル

ー
プ

演
習

中
の

巡
視

等
に

よ
り、

学
⽣

との
双

⽅
向

性
を

確
保

した
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

0:
00

〜
0:

15
 

15
分

 
斜

⽅
投

射
とは

 
 

■
実

演
及

び
ス

トロ
ボ

写
真

か
ら斜

⽅
投

射
が

どの
よ

うな
運

動
な

の
か

を
理

解
す

る
。 

 

展
 

開
 

0:
15

〜
0:

45
 

30
分

 
運

動
を

記
述

す
る

式
の

導
出

 
  

■
等

加
速

度
直

線
運

動
の

式
を

も
とに

、
鉛

直
⽅

向
、

⽔
平

⽅
向

に
分

け
て

、
斜

⽅
投

射
の

速
度

、変
位

等
の

式
を

導
出

す
る

。 

 

0:
45

〜
0:

90
 

45
分

 
 

斜
⽅

投
射

の
問

題
演

習
 

  

☆
導

出
し

た
式

を
⽤

い
て

、斜
⽅

投
射

の
問

題
を

グ
ル

ー
プ

で
解

く。
 

○
 

ま
 と め
 

: 
 〜

  
: 

分
 

 
時

間
切

れ
の

た
め

、次
回

に
回

す
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

科
書

及
び

問
題

集
の

問
題

・図
を

プ
リ

ン
トに

転
記

した
も

の
を

使
⽤

した
。著

作
権

法
に

触
れ

る
た

め
、資

料
掲

載
は

⾏
わ

な
い

。 

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
概

ね
、予

定
通

りで
あ

る
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 

難
易

度
が

⾼
い

問
題

に
つ

い
て

教
員

が
⿊

板
に

ヒン
トを

書
い

た
が

、理
解

で
き

な
い

学
⽣

が
複

数
い

た
。こ

の
場

合
は

、教
員

が
個

別
に

対
応

した
。 

な
る

べ
く学

⽣
同

⼠
間

で
教

え
合

うよ
うに

働
き

か
け

た
が

、学
⽣

間
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

が
難

し
い

と判
断

し
た

場
合

は
、教

員
が

ヒン
トを

与
え

た
。 

 
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  

グ
ル

ー
プ

演
習

を
継

続
す

る
に

は
、問

題
を

解
く意

欲
を

持
続

させ
る

仕
掛

け
も

必
要

で
あ

る
。 

  
１

時
限

内
に

「導
⼊

・演
習

・ま
とめ

」を
完

了
させ

る
た

め
に

は
、演

習
問

題
の

質
・量

を
適

切
に

設
定

す
る

必
要

が
あ

る
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
 化

学
Ａ

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
通

年
  

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
１

年
環

境
都

市
⼯

学
科

  
  

 実
施

⽇
：

平
成

27
年

1
⽉

26
，

29
⽇

（
⽉

，
⽊

）
実

施
時

限
：

  
  

  
  

Ⅰ
，

Ⅲ
a

限
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
上

原
敏

之
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
反

応
熱

を
テ

ー
マ

に
，

教
科

書
の

演
習

問
題

を
通

して
，

そ
の

類
似

問
題

を
作

成
し

解
説

と解
答

を
つ

くる
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
気

を
付

け
る

べ
き

事
項

を
事

前
に

与
え

る
の

で
は

な
く，

学
⽣

が
つ

ま
ず

い
た

とき
に

与
え

る
よ

うに
した

。 
 ・

演
習

の
発

展
とし

て
，

教
科

書
の

類
似

問
題

を
作

成
させ

，
レ

ポ
ー

トと
して

提
出

させ
た

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
教

員
側

の
問

い
掛

け
に

対
して

，
積

極
的

に
受

け
答

え
で

き
る

雰
囲

気
が

あ
る

。 
 ・

周
りと

⼀
緒

に
な

って
学

ぶ
協

調
的

な
姿

勢
が

感
じら

れ
る

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾝
近

な
現

象
か

ら導
⼊

で
き

る
た

め
，

通
常

の
授

業
で

も
，

双
⽅

向
の

授
業

が
展

開
しや

す
い

。 
 ・

暗
記

科
⽬

とい
わ

れ
る

よ
うに

，
基

本
的

事
項

は
教

室
外

学
習

で
も

⼗
分

対
応

可
能

で
あ

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

9:
00

〜
9:

20
 

20
分

 
燃

焼
熱

，
⽣

成
熱

，
溶

解
熱

の
定

義
の

確
認

 
■

教
員

が
3

つ
の

反
応

熱
の

定
義

を
説

明
す

る
。家

庭
学

習
の

確
認

 
 

展
 

開
 

9:
20

〜
10

:1
0 

50
分

 
教

科
書

の
演

習
問

題
 

  

○
グ

ル
ー

プ
学

習
に

よ
り，

全
員

の
理

解
を

⽬
指

す
。 

 

 

10
:1

0〜
10

:3
0 

20
分

 
 

理
解

度
の

確
認

 
 

☆
２

⼈
ペ

ア
に

な
り，

⼀
⽅

が
先

⽣
役

に
な

り，
も

う⼀
⽅

に
解

法
を

説
明

す
る

。
複

数
の

問
題

を
交

互
に

説
明

し合
う。

 

 

14
:4

0〜
15

:2
0 

40
分

 
類

似
問

題
の

作
成

 
  

☆
※

３
つ

の
反

応
熱

に
対

応
す

る
教

科
書

の
類

似
問

題
を

３
問

作
成

し
，

解
説

と解
答

を
つ

くる
。 

 

ま
 と め
 

15
:2

0〜
15

:3
0 

10
分

 
問

題
の

作
成

要
領

 
■

問
題

作
成

の
難

し
さ

を
学

⽣
と共

有
し，

作
成

の
ポ

イン
トを

伝
授

す
る

。 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

ね
らい

通
りに

展
開

は
で

き
た

が
，

時
間

配
分

が
過

⼩
で

あ
り，

予
定

通
りに

は
進

ま
な

か
った

。予
定

の
1.

5
倍

の
時

間
を

要
し

た
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
お

互
い

に
先

⽣
役

とし
て

説
明

し
合

うと
い

うの
は

良
か

った
が

，
実

際
に

⾏
った

か
どう

か
の

確
認

は
し

て
い

な
い

の
で

，
チ

ェッ
クシ

ー
トは

必
要

で
あ

る
と感

じた
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 教

科
書

の
類

似
問

題
作

成
は

，
グ

ル
ー

プ
内

で
も

各
⾃

異
な

る
問

題
を

期
待

し
て

い
た

が
，

指
⽰

が
悪

く，
グ

ル
ー

プ
学

習
の

延
⻑

で
，

同
じ問

題
を

作
成

した
グ

ル
ー

プ
が

あ
った

。 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

3-5



 
  

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

機
械

⼯
学

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
 ２

７
年

 １
⽉

 ２
６

⽇
（

⽉
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
３

  
  

 限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
中

島
泉

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

三
⾓

関
数

の
加

法
定

理
を

理
解

す
る

。 
 ・

主
要

な
⾓

の
三

⾓
関

数
の

数
値

を
確

認
す

る
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
三

⾓
関

数
の

表
（

空
欄

の
み

）
を

配
り、

15
度

単
位

の
表

を
作

成
して

も
らっ

た
。加

法
定

理
を

⽤
い

た
計

算
を

す
る

とと
も

に
、

三
⾓

関
数

の
復

習
に

も
な

った
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

に
ぎ

や
か

な
クラ

ス
で

あ
り、

和
気

藹
々

とし
た

雰
囲

気
で

あ
る

が
、気

を
緩

め
が

ち
で

あ
る

。 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾃
主

的
な

復
習

を
促

進
す

る
の

に
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

が
活

⽤
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
１

４
：

１
０

 
７

０
分

加
法

定
理

の
説

明
と証

明
 

 
 

展
 

開
 

１
４

:１
０

  
〜

１
４

:３
０

 
２

０
分

15
度

間
隔

の
三

⾓
関

数
表

の
作

成
 

 

グ
ル

ー
プ

で
表

を
作

る
。 

AL
 

: 
 〜

  
: 

 
分

   

 
 

ま
 と め
 

: 
 〜

  
: 

 
分

 
表

が
で

き
な

か
った

ら次
回

ま
で

に
作

成
 

 

 
 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
   

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
作

成
し

た
表

を
発

表
す

る
ま

で
し

た
か

っ
た

が
、

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
。

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

思
っ

た
ほ

ど
表

作
成

に
は

学
生

は
意

欲
的

で
な

か
っ

た
。
（

興
味

が
な

か
っ

た
？

）
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
○

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

3-6



 
  

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

機
械

⼯
学

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
 ２

７
年

 １
⽉

 ３
０

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
４

  
  

 限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
中

島
泉

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

三
⾓

関
数

の
倍

⾓
、半

⾓
、和

積
の

公
式

を
作

る
 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
グ

ル
ー

プ
で

三
⾓

関
数

の
倍

⾓
の

公
式

、半
⾓

の
公

式
を

作
り、

発
表

して
も

らっ
た

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
に

ぎ
や

か
な

クラ
ス

で
あ

り、
和

気
藹

々
とし

た
雰

囲
気

で
あ

る
が

、気
を

緩
め

が
ち

で
あ

る
。 

 ・
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
⾃

主
的

な
復

習
を

促
進

す
る

の
に

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
が

活
⽤

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と思

う。
 

 ・
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

１
４

:４
０

〜
１

４
：

４
５

 
５

分
加

法
定

理
の

復
習

 
 

 

展
 

開
 

１
４

:４
５

  
〜

１
４

:５
５

 
１

０
分

倍
⾓

の
公

式
の

説
明

と 
Si

n 
の

倍
⾓

の
公

式
の

作
成

 

説
明

 
 

１
４

:５
５

  
〜

１
５

:１
０

 
１

５
分

 
Co

s 
と 

ta
n 

の
倍

⾓
の

公
式

の
作

成
 

グ
ル

ー
プ

学
習

 
AL

 

１
５

:１
０

  
〜

１
５

:１
５

 
５

分
Co

s 
と 

ta
n 

の
倍

⾓
の

公
式

の
発

表
 

グ
ル

ー
プ

代
表

 
 

１
５

:１
５

  
〜

１
６

:１
０

 
５

５
分

半
⾓

の
公

式
と積

を
話

に
変

換
す

る
公

式
に

つ
い

て
同

様
の

学
習

 

説
明

とグ
ル

ー
プ

学
習

 
AL

 

ま
 と め
 

: 
 〜

  
: 

 
分

 
 

 

  

2
 ■

 説
明

―
講

義
で

話
す

内
容

の
概

要
 

○
 学

習
活

動
―

どの
よ

うな
学

習
活

動
を

取
り⼊

れ
る

の
か

、注
意

事
項

な
ど 

☆
 ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
⼭

場
（

核
とな

る
部

分
）

 
※

 チ
ェッ

クポ
イ

ン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
ほ

ぼ
予

定
通

り
で

あ
っ

た
が

、
和

を
積

に
変

換
す

る
公

式
ま

で
す

る
予

定
が

そ
こ

ま
で

で
き

な
か

っ
た

。
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

    ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
○

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

3-7



 
  

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

B 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 後
期

 
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
 1

年
機

械
⼯

学
科

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
 ２

７
年

 １
⽉

 ２
７

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
１

  
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
中

島
泉

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

３
次

元
空

間
の

ベ
クト

ル
の

演
算

に
つ

い
て

理
解

す
る

。 
 ・

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

前
回

の
授

業
内

容
を

ま
とめ

を
作

って
くる

こと
を

宿
題

に
して

い
た

。 
 グ

ル
ー

プ
で

最
も

わ
か

りや
す

い
ま

とめ
を

作
った

⼈
を

決
め

、⿊
板

で
発

表
して

も
らっ

た
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

に
ぎ

や
か

な
クラ

ス
で

質
問

な
ども

多
い

 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾃
主

的
な

復
習

を
促

進
す

る
の

に
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

が
活

⽤
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

９
:０

０
〜

９
：

１
５

 
１

５
分

グ
ル

ー
プ

で
前

回
授

業
内

容
の

ま
とめ

の
良

か
った

も
の

を
選

考
した

 

グ
ル

ー
プ

で
ま

とめ
を

⾒
せ

合
った

。 
AL

 

展
 

開
 

９
:１

５
〜

 
１

０
:３

０
 

７
５

分
各

グ
ル

ー
プ

で
最

も
良

い
ま

とめ
を

作
って

き
た

も
の

が
、⿊

板
で

発
表

した
 

グ
ル

ー
プ

代
表

の
発

表
 

AL
 

ま
 と め
 

：
 〜

 ：
 

 
 

 
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
      

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
思

っ
て

い
た

よ
り

時
間

が
か

か
っ

た
。

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

ま
と

め
を

作
っ

て
き

て
い

な
い

も
の

も
い

た
。

 
同

じ
こ

と
を

繰
り

返
し

て
、

３
次

元
の

ベ
ク

ト
ル

の
理

解
が

深
ま

っ
た

と
思

う
。

 
ほ

ぼ
同

じ
内

容
の

発
表

が
続

い
て

し
ま

っ
た

の
で

、
単

調
に

な
っ

た
。

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

    ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

○
 

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 数
学

Ａ
II

  
  

  
  

  
  

  
 

後
期

 
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
１

年
電

気
情

報
⼯

学
科

  
  

  
 実

施
⽇

：
平

成
27

年
１

⽉
２

６
⽇

（
⽉

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 I

I 
限

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
北

川
 真

也
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
専

⾨
科

⽬
と関

連
の

深
い

，
三

⾓
関

数
の

合
成

を
理

解
す

る
。 

 ・
三

⾓
関

数
の

合
成

を
応

⽤
した

問
題

も
解

け
る

よ
うに

な
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

教
科

書
とリ

ン
クし

た
課

題
を

設
定

して
，

学
⽣

が
⾃

主
的

に
復

習
し易

い
よ

うに
配

慮
す

る
。 

 ・
宿

題
を

課
して

，
⼀

層
の

習
熟

を
図

る
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

概
ね

熱
⼼

に
取

り組
ん

で
い

る
。 

 ・
理

解
の

早
い

学
⽣

が
，

理
解

が
遅

め
の

学
⽣

に
教

え
て

，
教

え
る

⽅
も

理
解

が
深

ま
って

い
る

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

年
間

を
通

して
学

ぶ
べ

き
分

量
が

多
い

基
礎

科
⽬

の
た

め
，

創
造

させ
る

時
間

を
確

保
し難

い
。 

 ・
定

理
や

公
式

を
学

⽣
⾃

⾝
が

再
発

⾒
で

き
る

こと
が

理
想

で
は

あ
る

が
，

他
教

科
と連

携
し

た
動

機
付

け
が

難
し

い
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

10
:4

0
 

〜
 

10
:5

5 
 

15
分

 
三

⾓
関

数
の

加
法

定
理

 
○

：
先

週
分

の
宿

題
を

提
出

す
る

。 
■

：
公

式
が

導
か

れ
る

流
れ

を
復

習
す

る
。 

 

展
 

開
 

10
:5

5 
 

〜
 

11
:2

0 
25

分
 

三
⾓

関
数

の
合

成
の

基
礎

 
 

■
：

教
科

書
の

例
題

を
理

解
す

る
。 

○
：

教
科

書
の

基
本

的
な

⽔
準

の
問

を
解

く。
 

 

11
:2

0 
 

〜
 

11
:3

5 
15

分
 

 
三

⾓
関

数
の

合
成

の
応

 
⽤

 
 

○
：

教
科

書
の

章
末

に
あ

る
練

習
問

題
の

解
答

例
を

理
解

す
る

。 
 

11
:3

5 
 

〜
 

12
:0

0 
25

分
 

三
⾓

関
数

の
合

成
の

応
 

⽤
 

 

☆
：

６
⼈

グ
ル

ー
プ

で
，

上
述

の
配

布
プ

リン
ト

を
参

考
に

し
て

，
練

習
問

題
の

類
似

を
解

く。
 

 

ま
 と め
 

12
:0

0
〜

12
:1

0 
 

10
分

 
三

⾓
関

数
の

基
礎

と応
⽤

 
■

：
要

点
を

再
度

確
認

す
る

。 
○

：
三

⾓
関

数
の

合
成

の
応

⽤
問

題
を

宿
題

とし
て

受
け

⼊
れ

る
。 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
冬

季
休

業
中

に
基

本
的

な
三

角
関

数
の

グ
ラ

フ
を

復
習

し
て

お
く

よ
う

に
指

示
し

た
が

，
必

ず
し

も
弧

度
法

に
慣

れ
き

っ
て

い
な

い
。

 
し

か
し

，
ね

ら
い

通
り

，
級

友
た

ち
と

知
識

を
補

い
な

が
ら

理
解

を
深

め
て

い
た

。
 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
既

に
専

門
科

目
で

正
弦

波
を

見
慣

れ
て

お
り

，
導

入
時

の
食

い
付

き
が

良
か

っ
た

。
 

宿
題

に
も

熱
心

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

創
造

的
な

活
動

の
時

間
も

確
保

し
た

い
。

 
・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

宿
題

を
忘

れ
る

学
⽣

も
い

る
。 

こち
らか

ら丁
寧

な
解

答
例

を
⽰

す
こと

で
，

学
習

時
間

を
短

縮
で

き
る

側
⾯

も
あ

る
が

，
⼀

⽅
で

創
造

⼒
を

養
う機

会
を

奪
って

し
ま

う。
時

間
配

分
が

難
し

い
。ま

た
，

新
し

い
概

念
の

習
得

よ
りも

，
単

純
な

計
算

ミス
で

諦
め

る
学

⽣
が

少
な

くな
い

。そ
こで

，
陳

腐
な

計
算

で
も

丁
寧

に
フォ

ロー
して

お
け

ば
取

りこ
ぼ

しを
減

らせ
る

が
，

冒
頭

の
よ

うな
問

題
が

⽣
じる

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
○

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
 数

学
B 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

前
期

, 
後

期
，

通
年

  
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
  

  
 １

Ｅ
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
27

年
 1

 ⽉
 2

6
⽇

（
 ⽉

 曜
⽇

）
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 I
 限

  
  

  
  

  
  

  
 

教
員

名
：

岡
⽥

章
三

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

⼈
前

で
説

明
す

る
こと

に
よ

る
理

解
度

の
確

認
 

 ・
説

明
す

る
た

め
に

問
題

や
例

題
よ

り深
く考

え
させ

る
 

 ・
⼈

前
で

話
す

こと
に

よ
りプ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョン
能

⼒
を

養
う 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
今

回
は

今
習

って
い

る
授

業
の

内
容

に
そ

って
⾏

った
。学

⽣
に

よ
り真

剣
に

取
り組

ま
せ

よ
うと

した
。 

 ・
事

前
の

準
備

が
⾜

りな
か

った
。各

種
機

器
を

活
⽤

して
⾏

い
た

い
と思

う。
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

⾃
主

的
に

取
り組

む
学

⽣
が

多
い

。グ
ル

ー
プ

内
で

も
み

な
真

剣
に

取
り組

ん
で

い
た

。 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

基
本

事
項

の
説

明
は

む
ず

か
し

い
と思

うが
、例

題
や

問
題

等
は

む
しろ

グ
ル

ー
プ

学
習

な
どに

向
い

て
い

る
と思

う。
 

 ・
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

9:
00

〜
9:

30
 

30
分

グ
ル

ー
プ

(6
⼈

)分
け

説
明

お
よ

び
各

グ
ル

ー
プ

の
準

備
 

■
空

間
の

ベ
クト

ル
の

平
⾯

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

ご
とに

⼀
⼈

ず
つ

担
当

し
て

、担
当

箇
所

を
⿊

板
や

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
で

授
業

す
る

こと
を

説
明

 

AL
 

展
 

開
 

9:
30

〜
 

10
:2

5 
55

分
グ

ル
ー

プ
ご

とに
担

当
者

が
説

明
 

  

☆
各

担
当

者
が

事
前

に
⽤

意
し

た
プ

リン
ト

を
参

考
に

し
な

が
ら⾃

分
な

りに
平

⾯
の

⽅
程

式
や

2
平

⾯
の

な
す

⾓
、

平
⾯

と点
の

距
離

に
つ

い
て

説
明

。 

※
他

の
学

⽣
は

質
問

等
を

す
る

。
（

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
）

 

○
問

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

学
習

 

以
上

を
繰

り返
す
 

AL
 

ま
 と め
 

10
:2

5〜
 

  
  

 1
0:

30
 

5
分

こ
の

⽇
⾏

った
内

容
に

つ
い

て
全

体
的

な
説

明
補

⾜
 

■
各

担
当

者
の

説
明

等
で

気
に

な
った

こと
等

を
補

⾜
 

 

 
 

 
   

 
 

    

 
 ■

 説
明

―
講

義
で

話
す

内
容

の
概

要
 

○
 学

習
活

動
―

どの
よ

うな
学

習
活

動
を

取
り⼊

れ
る

の
か

、注
意

事
項

な
ど 

☆
 ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
⼭

場
（

核
とな

る
部

分
）

 
※

 チ
ェッ

クポ
イ

ン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

A4
で

2
枚

今
回

の
学

習
内

容
に

つ
い

て
特

に
解

りに
くい

とこ
ろ

等
に

解
説

した
プ

リ
ン

トを
事

前
に

配
布

 
     

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 概

ね
担

当
の

学
生

は
図

を
書

い
た

り
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

を
色

を
使

っ
て

示
す

等
の

工
夫

が
み

ら
れ

た
。
平

面
の

単
元

に
つ

い
て

理
解

が
深

ま
っ

た
と

思
う

。
 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 普

段
の

授
業

で
は

内
容

を
な

か
な

か
理

解
で

き
な

い
学

生
に

と
っ

て
は

積
極

的
に

参
加

し
て

い
て

よ
か

っ
た

と
思

う
。

普
段

か
ら

授
業

を
理

解
で

き
て

い
る

学
生

に
と

っ
て

は
若

干
物

足
り

な
い

と
感

じ
る

か
も

し
れ

な
い

と
思

う
。

 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 グ

ル
ー

プ
に

よ
っ

て
進

度
に

ば
ら

つ
き

が
で

る
の

で
、

ど
う

調
整

す
る

の
か

が
難

し
い

と
思

っ
た

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

○
 

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

電
⼦

制
御

⼯
学

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

 ２
７

年
 １

⽉
 ２

７
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
実

施
時

限
：

  
  

３
  

  
限

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

中
島

泉
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
三

⾓
関

数
の

加
法

定
理

を
理

解
す

る
 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
前

回
の

授
業

内
容

で
あ

る
加

法
定

理
を

ま
とめ

を
作

って
くる

こと
を

宿
題

に
して

い
た

。 
 グ

ル
ー

プ
で

最
も

わ
か

りや
す

い
ま

とめ
を

作
った

⼈
を

決
め

、⿊
板

で
発

表
して

も
らっ

た
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾃
主

的
な

復
習

を
促

進
す

る
の

に
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

が
活

⽤
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
１

３
：

１
５

 
１

５
分

グ
ル

ー
プ

で
加

法
定

理
の

ま
とめ

の
良

か
った

も
の

を
選

考
した

 

グ
ル

ー
プ

で
ま

とめ
を

⾒
せ

合
った

。 
AL

 

展
 

開
 

１
３

:１
５

〜
１

４
:３

０
 

７
５

分
各

グ
ル

ー
プ

で
最

も
良

い
ま

とめ
を

作
って

き
た

も
の

が
、⿊

板
で

発
表

した
 

グ
ル

ー
プ

代
表

の
発

表
 

AL
 

ま
 と め
 

：
 〜

 ：
 

 
 

 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
      

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
思

っ
て

い
た

よ
り

時
間

が
か

か
っ

た
。

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

加
法

定
理

に
つ

い
て

の
理

解
が

深
ま

っ
た

と
思

う
。

 
ほ

ぼ
同

じ
内

容
の

発
表

が
続

い
て

し
ま

っ
た

の
で

、
単

調
に

な
っ

た
。

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

    ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

○
 

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

電
⼦

制
御

⼯
学

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

 ２
７

年
 １

⽉
 ２

８
⽇

（
⽔

曜
⽇

）
実

施
時

限
：

  
  

１
  

  
 限

  
  

  
  

  
  

  
 

教
員

名
：

中
島

泉
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
三

⾓
関

数
の

倍
⾓

、半
⾓

、和
積

の
公

式
を

作
る

 
 ・

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

グ
ル

ー
プ

で
三

⾓
関

数
の

倍
⾓

の
公

式
、半

⾓
の

公
式

を
作

り、
発

表
して

も
らっ

た
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

に
ぎ

や
か

な
クラ

ス
で

あ
り、

和
気

藹
々

とし
た

雰
囲

気
で

あ
る

が
、気

を
緩

め
が

ち
で

あ
る

。 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾃
主

的
な

復
習

を
促

進
す

る
の

に
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

が
活

⽤
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

９
:０

０
〜

９
：

０
７

 
７

分
倍

⾓
の

公
式

の
説

明
と 

Si
n 

の
倍

⾓
の

公
式

の
作

成
 

説
明

 
 

展
 

開
 

９
:０

７
〜

９
:２

２
 

１
５

分
Co

s 
と 

ta
n 

の
倍

⾓
の

公
式

の
作

成
 

グ
ル

ー
プ

学
習

 
AL

 

ま
 と め
 

９
:２

２
〜

９
:２

７
 

５
分

Co
s 

と 
ta

n 
の

倍
⾓

の
 

公
式

の
発

表
 

 

グ
ル

ー
プ

代
表

 
 

 
9:

27
〜

 
10

:3
0 

63
分

半
⾓

の
公

式
と和

積
の

 
公

式
に

つ
い

て
同

様
の

 
内

容
 

 
AL

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
   

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
ほ

ぼ
予

定
通

り
で

あ
っ

た
。

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

自
分

た
ち

で
公

式
を

作
っ

た
の

で
、

理
解

が
深

ま
っ

た
と

思
う

。
 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
○

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
数

学
Ａ

Ⅱ
  

  
  

  
  

  
  

  
後

期
  

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

１
年

 建
築

学
科

 
  

  
  

  
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

１
⽉

２
７

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

３
限

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

菱
川

 洋
介

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

対
数

の
演

算
に

お
け

る
性

質
を

⾃
らで

証
明

す
る

こと
に

よ
り，

性
質

へ
の

理
解

を
深

め
る

．
 

 ・
学

⽣
が

性
質

を
理

解
す

る
こと

に
よ

り，
対

数
の

加
減

法
の

計
算

⼒
へ

つ
な

げ
る

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

性
質

の
証

明
に

グ
ル

ー
プ

学
習

を
取

り⼊
れ

た
が

，
⼤

幅
に

時
間

が
か

か
って

しま
った

の
で

，
時

間
配

分
を

改
善

した
い

 
 ・

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
⾮

常
に

学
習

に
前

向
き

で
あ

り，
授

業
者

が
求

め
て

い
る

以
上

の
議

論
を

展
開

で
き

る
 

 ・
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
証

明
の

活
動

を
通

して
，

学
⽣

同
⼠

及
び

授
業

者
と学

⽣
との

意
⾒

交
流

の
場

が
持

ち
や

す
い

．
 

 ・
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:1

0 
 

10
分

 
復

習
：

対
数

の
定

義
 

課
題

設
定

①
 

対
数

の
性

質
 

■
 

 

展
 

開
 

13
:1

0〜
 

13
:2

5 
15

分
 

グ
ル

ー
プ

活
動

 
対

数
の

性
質

 
証

明
 

○
 

 

13
:2

5〜
 

13
:4

5 
20

分
 

 
証

明
の

発
表

 
情

報
共

有
 

課
題

設
定

②
 

対
数

の
加

法
減

法
 

☆
 

 
  

13
:4

5〜
 

14
:1

0 
25

分
 

グ
ル

ー
プ

活
動

 
対

数
の

加
法

減
法

 
証

明
 

○
 

 

14
:1

0〜
 

14
:2

0 
10

分
 

証
明

の
発

表
 

情
報

共
有

 
 

☆
 

 

ま
 と め
 

14
:2

0〜
 

14
:3

0 
 

10
分

 
ま

とめ
 

問
題

演
習

 
○

 
 

 

 
  ■

 説
明

―
講

義
で

話
す

内
容

の
概

要
 

○
 学

習
活

動
―

どの
よ

うな
学

習
活

動
を

取
り⼊

れ
る

の
か

、注
意

事
項

な
ど 

☆
 ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
⼭

場
（

核
とな

る
部

分
）

 
※

 チ
ェッ

クポ
イ

ン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

   特
に

な
し

 
   

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
学

習
内

容
に

つ
い

て
は

ね
ら

い
以

上
の

学
習

が
深

く
で

き
た

も
の

の
，
学

生
の

活
動

時
間

が
授

業
内

の
大

半
を

占
め

た

こ
と

に
よ

り
，

目
的

の
学

習
ま

で
進

め
る

こ
と

は
で

き
て

い
な

い
 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
学

習
に

対
す

る
満

足
な

表
情

と
，
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
，
問

題
演

習
に

お
い

て
は

解
け

る
楽

し
み

を
味

わ
え

て
い

た
．

 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

特
に

な
し．

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
  

  
  

 ○
 

 
 

②
対

⼈
関

係
 

  
  

  
 ○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
  

  
  

 ○
 

 
④

合
意

形
成

 
 

  
  

  
 ○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

  
  

  
 ○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
 数

学
AⅡ

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
２

年
E

科
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
26

年
 １

⽉
 2

4
⽇

（
 ⽕

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

 Ⅱ
限

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
岡

崎
貴

宣
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

・ 
グ

ル
ー

プ
学

習
の

中
で

⾃
分

の
考

え
を

相
⼿

に
説

明
す

る
活

動
を

通
して

，
⾃

分
の

理
解

度
を

適
切

に
把

握
す

る
 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

・ 
グ

ル
ー

プ
の

代
表

者
を

決
め

，
そ

れ
ぞ

れ
の

グ
ル

ー
プ

の
考

え
を

⿊
板

に
書

か
せ

，
さら

に
内

容
を

⽐
較

させ
た

 
 ・

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

・ 
関

⼼
は

あ
る

程
度

あ
る

．
グ

ル
ー

プ
学

習
に

す
る

と，
ほ

とん
どの

学
⽣

が
意

欲
的

に
取

り組
む

．
 

 ・
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

・ 
常

に
双

⽅
向

の
授

業
を

⾏
って

お
り，

学
⽣

の
理

解
度

を
⾼

め
る

た
め

の
⼯

夫
を

⾏
って

い
る

．
 

 ・
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

１
０

:４
０

〜
１

０
：

４
５

  
５

分
前

回
の

復
習

 
■

：
前

回
の

復
習

 
 

展
 

開
 

１
０

:４
５

〜
１

１
:０

０
 

１
５

分
説

明
と練

習
問

題
 

  

■
：

n
次

導
関

数
の

説
明

 

○
：

練
習

問
題

-説
明

を
も

とに
教

科
書

の
問

い
を

個
々

に
解

か
せ

る
 

 

１
１

:０
０

〜
１

１
：

４
０

 
４

０
分

グ
ル

ー
プ

学
習

に
よ

る
，

ラ
イプ

ニ
ッツ

の
公

式
の

導
出

 
☆

:グ
ル

ー
プ

学
習

に
よ

って
，

ライ
プ

ニ
ッツ

の
公

式
を

予
測

させ
，

さら
に

グ
ル

ー
プ

ご
とに

ま
とめ

て
⿊

板
に

板
書

させ
た

 

１
１

:４
０

〜
１

２
：

０
０

 
２

０
分

⿊
板

で
の

各
グ

ル
ー

プ
の

板
書

内
容

を
確

認
 

 

☆
：

各
グ

ル
ー

プ
が

板
書

し
た

内
容

を
全

員
で

確

認
し

，
公

式
の

確
認

を
⾏

った
 

 

ま
 と め
 

１
２

:０
０

〜
 

１
２

：
１

０
  

１
０

分
ま

とめ
 

■
：

ラ
イ

プ
ニ

ッツ
の

公
式

の
確

認
，

お
よ

び
これ

ま
で

の
学

習
との

つ
な

が
りを

強
調

 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
教

員
が

目
標

と
し

て
い

た
展

開
を

ほ
と

ん
ど

の
グ

ル
ー

プ
で

行
う

こ
と

が
で

き
た

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

グ
ル

ー
プ

数
は

全
部

で
９

グ
ル

ー
プ

作
成

し
た

．
そ

れ
ぞ

れ
の

グ
ル

ー
プ

の
意

見
を

板
書

さ
せ

る
と

，
黒

板
を

9
分

割

す
る

必
要

が
あ

り
，

1
グ

ル
ー

プ
あ

た
り

の
板

書
面

積
を

多
く

確
保

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

．
こ

の
よ

う
な

場
合

に

IC
T
機

器
等

を
う

ま
く

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
改

善
で

き
る

と
思

わ
れ

る
．

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

    ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

建
築

学
科

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
 ２

７
年

 １
⽉

 ２
６

⽇
（

⽉
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
２

  
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
中

島
泉

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

２
階

定
数

係
数

⻫
次

線
形

微
分

⽅
程

式
の

解
法

を
理

解
す

る
 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
前

回
の

授
業

内
容

で
あ

る
２

階
定

数
係

数
⻫

次
線

形
微

分
⽅

程
式

の
解

法
を

ま
とめ

を
作

って
くる

こと
を

宿
題

に
して

い
た

。 
 グ

ル
ー

プ
で

最
も

わ
か

りや
す

い
ま

とめ
を

作
った

⼈
を

決
め

、⿊
板

で
発

表
して

も
らっ

た
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾃
主

的
な

復
習

を
促

進
す

る
の

に
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

が
活

⽤
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

１
０

:３
０

〜
１

０
：

４
５

 
１

５
分

グ
ル

ー
プ

で
前

回
授

業
内

容
の

ま
とめ

の
良

か
った

も
の

を
選

考
した

 

グ
ル

ー
プ

で
ま

とめ
を

⾒
せ

合
った

。 
AL

 

展
 

開
 

１
０

:４
５

〜
１

２
:１

０
 

７
５

分
各

グ
ル

ー
プ

で
最

も
良

い
ま

とめ
を

作
って

き
た

も
の

が
、⿊

板
で

発
表

した
 

グ
ル

ー
プ

代
表

の
発

表
 

AL
 

ま
 と め
 

: 
〜

 :
 

 
 

 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
    

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
思

っ
て

い
た

よ
り

時
間

が
か

か
っ

た
。

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

ま
と

め
を

作
っ

て
き

て
い

な
い

も
の

も
い

た
。

 
同

じ
こ

と
を

繰
り

返
し

て
、

し
っ

か
り

定
数

係
数

二
階

斉
次

微
分

方
程

式
の

解
法

は
身

に
つ

い
た

と
思

う
。

 
ほ

ぼ
同

じ
内

容
の

発
表

が
続

い
て

し
ま

っ
た

の
で

、
単

調
に

な
っ

た
。

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

    ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

○
 

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

建
築

学
科

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
 ２

７
年

 １
⽉

 ２
８

⽇
（

⽔
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
２

  
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
中

島
泉

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

２
階

定
数

係
数

⻫
次

線
形

微
分

⽅
程

式
の

解
法

を
理

解
す

る
 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
グ

ル
ー

プ
で

問
題

を
解

き
代

表
が

発
表

した
。 

 対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

⼀
部

に
や

る
気

の
な

い
学

⽣
が

い
る

。 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

⾃
主

的
な

復
習

を
促

進
す

る
の

に
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

が
活

⽤
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

１
０

:３
０

〜
１

０
:３

５
 

５
分

定
数

係
数

⻫
次

線
形

微
分

⽅
程

式
の

復
習

 
 

説
明

 
 

展
 

開
 

１
０

:３
５

〜
１

０
:４

５
 

１
０

分
⾮

⻫
次

微
分

⽅
程

式
の

例
題

を
解

き
解

説
 

 

説
明

 
 

１
０

:４
５

〜
１

１
:０

０
 

１
５

分
⾮

⻫
次

の
問

題
を

解
く 

  

グ
ル

ー
プ

学
習

 
AL

 

ま
 と め
 

１
１

:０
０

〜
１

１
:１

０
 

１
０

分
問

題
の

解
答

を
グ

ル
ー

プ
代

表
が

発
表

 
 

 
 

 
１

１
:１

０
〜

１
２

:１
０

 
 

 
⾮

⻫
次

の
微

分
⽅

程
例

題
説

明
、問

題
を

解
く、

解
答

発
表

を
繰

り返
す

 

 
AL

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
ほ

ぼ
予

定
通

り
に

で
き

た
。

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
○

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

応
⽤

物
理

Ⅰ
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
通

年
  

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

３
年

・電
気

情
報

⼯
学

科
  

  
  

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
 １

⽉
２

８
⽇

  
（

⽔
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

３
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
安

⽥
 真

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

講
義

の
内

容
を

，
学

⽣
間

の
議

論
と問

題
解

答
を

通
して

理
解

・定
着

させ
る

．
 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
前

半
を

通
常

の
講

義
とし

，
後

半
は

講
義

内
容

の
理

解
を

深
め

る
問

題
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
で

討
論

し
解

答
を

作
成

す
る

．
 

 ・
各

⼈
が

個
別

に
解

答
して

答
え

合
わ

せ
を

した
り問

題
を

分
担

した
りせ

ず
，

必
ず

全
員

で
議

論
しな

が
ら解

答
を

作
成

す
る

よ
う

指
⽰

した
．

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
授

業
は

真
⾯

⽬
に

聞
くが

学
⼒

は
低

い
．

物
理

は
苦

⼿
で

あ
る

．
 

 ・
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
特

に
な

し．
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

13
:0

0 
〜

13
:0

2 
 

  
2

分
 

■
○

AL
実

施
⽅

法
の

説
明

 
 

展
 

開
 

13
:0

2 
  

〜
13

:4
5 

 4
3

分
カ

ル
ノー

サ
イ

ク
ル

に
関

す
る

講
義

 
○

通
常

授
業

 
 

13
:4

5 
  

 〜
14

:2
7 

 4
2

分
 

カル
ノー

サ
イク

ル
に

 
関

す
る

問
題

を
解

く 
☆

提
⽰

され
た

問
題

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
討

議
し，

解
答

を
作

成
 

○
 

ま
 と め
 

14
:2

7 
  

 〜
14

:3
0 

 ３
分

 
解

答
⽤

紙
回

収
等

 
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
・問

題
⽤

紙
（

全
員

）
と

解
答

⽤
紙

（
グ

ル
ー

プ
に

1
枚

）
を

配
布

．
 

    

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 グ

ル
ー

プ
内

に
教

師
役

の
学

⽣
が

い
な

い
と議

論
が

迷
⾛

し
が

ち
で

，
ほ

とん
ど解

答
で

き
て

い
な

い
グ

ル
ー

プ
が

 
 多

数
だ

った
．

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

   ・ 
そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

4
⼈

グ
ル

ー
プ

と
6

⼈
グ

ル
ー

プ
に

分
け

た
が

，
議

論
へ

の
参

加
の

度
合

い
は

4
⼈

グ
ル

ー
プ

の
⽅

が
⾼

い
よ

うに
感

じた
．

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

 
○

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

 応
⽤

物
理

Ⅰ
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
通

年
  

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

 電
⼦

制
御

⼯
学

科
  

  
 実

施
⽇

：
平

成
27

年
1

⽉
28

⽇
（

⽔
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

  
  

 3
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

河
野

託
也

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

講
義

と事
前

学
習

を
基

に
、実

験
を

通
して

単
振

動
・

振
り

子
の

現
象

の
理

解
を

深
め

る
。

 
 ・

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
⽇

ま
で

の
事

前
学

習
 

 ・
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

問
題

解
決

能
⼒

の
向

上
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

事
前

学
習

で
調

べ
た

こと
や

考
え

た
こと

を
実

際
に

実
験

を
して

み
た

い
とい

う反
応

が
あ

った
。 

 ・
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
90

分
授

業
内

に
実

験
を

組
み

込
む

こと
の

難
しさ

や
授

業
前

準
備

に
か

か
る

時
間

の
確

保
の

難
しさ

 
 ・

数
学

の
理

解
度

に
応

じて
、双

⽅
向

の
授

業
や

反
転

授
業

の
内

容
を

考
え

る
事

の
難

しさ
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

13
:0

0 
〜

13
:1

0 
10

分
授

業
の

説
明

 
⽬

的
、実

験
装

置
に

つ
い

て
の

説
明

 
■

○
 

展
 

開
 

13
:1

0 
 〜

 
13

:2
0 

10
分

実
験

装
置

準
備

 
  

グ
ル

ー
プ

ご
と（

９
グ

ル
ー

プ
）

で
実

験
⽅

法
の

確
認

 
○

☆
 

13
:2

0 
 〜

 
14

 :
15

 
55

分
実

験
 

デ
ー

タ解
析

 
振

り⼦
を

利
⽤

し
た

重
⼒

加
速

度
の

測
定

 
パ

ソ
コン

利
⽤

 

☆
 

ま
 と め
 

14
:1

5 
 〜

 
14

 :
30

 
15

分
実

験
結

果
の

ま
とめ

 
グ

ル
ー

プ
ご

とに
報

告
 

パ
ソ

コン
利

⽤
 

☆
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
  

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
振

り⼦
実

験
装

置
⼀

式
 

W
in

do
w

s
パ

ソ
コン

 
授

業
プ

リン
ト（

ス
ライ

ド）
 

    
 

振
り

子
実

験
装

置
一

式
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
概

ね
展

開
で

き
た

。
 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
授

業
の

ね
ら

い
を

達
成

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
は

分
か

り
か

ね
る

。
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
学

⽣
は

積
極

的
に

授
業

に
参

加
して

い
た

。 
⾃

分
た

ち
で

考
え

る
前

に
、教

員
に

質
問

や
出

来
な

い
と助

け
を

求
め

る
。 

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
 

○
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
  

 応
⽤

物
理

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

通
年

  
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
  

 3
年

環
境

都
市

⼯
学

科
  

  
実

施
⽇

：
平

成
27

年
  

1
⽉

 2
6

⽇
（

 ⽉
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

3 
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
渡

邉
尚

彦
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
２

年
ま

で
に

学
修

した
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
保

存
⼒

の
観

点
か

ら扱
う 

 ・
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
⼩

テ
ス

トの
内

容
の

復
習

は
席

の
隣

同
⼠

で
実

施
 

 ・
各

列
ご

とで
経

路
に

沿
って

な
され

る
仕

事
に

関
す

る
計

算
課

題
を

出
し，

そ
の

結
果

を
⽐

較
させ

る
．

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
授

業
中

の
関

⼼
・集

中
の

程
度

に
学

⽣
間

で
差

が
あ

る
 

 ・
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
 

 ・
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
13

:3
0 

 
30

分
2

年
ま

で
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
保

存
則

に
関

す
る

学
修

内
容

の
復

習
 

■
○

 
説

明
，

⼩
テ

ス
ト 

 

展
 

開
 

13
:3

0〜
 

13
:4

0 
10

分
   

○
⼩

テ
ス

ト
の

内
容

を
も

とに
隣

同
⼠

で
復

習
 

 

13
:4

0〜
13

:5
0 

10
分

保
存

⼒
 

 
■

 
 

13
:5

0〜
14

:1
0 

20
分

な
され

る
仕

事
の

経
路

依
存

性
有

無
の

確
認

 
 

○
各

グ
ル

ー
プ

で
２

通
りの

⼒
を

例
に

２
通

りの
経

路
で

仕
事

を
計

算
，

結
果

報
告

 

 

ま
 と め
 

14
:1

0〜
 

14
:3

0 
 

20
分

保
存

⼒
の

な
す

仕
事

の
経

路
⾮

依
存

性
 

■
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
・
小

テ
ス

ト
ま

で
は

ク
ラ

ス
内

で
課

題
意

識
が

共
有

で
き

た
よ

う
で

あ
る

が
，
そ

れ
以

降
は

学
生

に
よ

り
関

心
が

発
散

し
て

い
た

．
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
・

学
生

間
で

授
業

課
題

へ
の

取
組

意
識

に
濃

淡
が

見
ら

れ
た

．
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

 
○

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
 

○
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

 応
⽤

物
理

Ⅰ
（

前
期

・後
期

の
他

の
学

年
・学

科
の

担
当

科
⽬

で
も

実
施

）
 

通
年

 
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
３

年
 建

築
学

科
  

  
 

（
前

期
・後

期
の

他
の

学
年

・学
科

の
担

当
科

⽬
で

も
実

施
）

  
 実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

１
⽉

２
７

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
前

期
・後

期
の

他
の

学
年

・学
科

の
担

当
科

⽬
で

も
実

施
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 Ⅰ

 限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 ⼩
川

信
之

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

学
⽣

の
⾃

ら学
び

、問
題

解
決

を
模

索
す

る
こと

で
創

造
的

思
考

を
⾝

に
つ

け
る

。 
 ・

グ
ル

ー
プ

学
習

に
よ

り、
協

調
性

と積
極

性
を

育
み

、学
習

の
動

機
づ

け
を

伴
った

理
解

の
深

化
を

は
か

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
１

５
回

の
座

学
の

授
業

の
２

回
分

に
、グ

ル
ー

プ
毎

に
違

うテ
ー

マ
を

与
え

て
実

験
実

習
を

⾏
う、

実
験

実
習

と座
学

の
 

ハ
イ

ブ
リッ

トに
よ

る
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

を
実

践
す

る
。１

クラ
ス

を
１

３
程

度
の

グ
ル

ー
プ

に
わ

け
て

実
施

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
グ

ル
ー

プ
学

習
に

よ
る

実
験

の
た

め
、ク

ラス
が

活
性

化
した

。 
 ・

他
の

グ
ル

ー
プ

との
協

調
も

起
こっ

た
。内

容
の

理
解

が
深

ま
り、

付
加

実
験

を
模

索
す

る
グ

ル
ー

プ
も

で
た

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

応
⽤

物
理

の
科

⽬
の

特
性

で
、座

学
に

実
験

を
取

り込
ん

だ
試

み
は

、学
⽣

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

役
⽴

つ
。 

 ・
学

⽣
は

、実
現

象
との

関
連

で
内

容
を

理
解

で
き

、グ
ル

ー
プ

で
の

取
組

は
、今

回
の

取
り組

み
に

効
果

的
で

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

９
:０

０
〜

 
９

:１
０

  
1０

分
各

グ
ル

ー
プ

実
験

を
進

め
る

際
の

進
め

⽅
・注

意
点

な
ど 

■
学

⽣
の

事
前

学
習

し
て

き
た

レ
ポ

ー
ト

を
返

却
し

、レ
ポ

ー
トに

従
って

各
グ

ル
ー

プ
の

実
験

を
効

果
的

に
す

す
め

る
よ

うに
伝

え
る

。 

 

展
 

開
 

９
:1

０
〜

 
９

:2
０

 
10

分
各

グ
ル

ー
プ

に
て

準
備

 
 

○
学

⽣
は

、事
前

学
習

の
レ

ポ
ー

トを
も

と
に

、各
グ

ル
ー

プ
の

実
験

の
た

め
に

、ど
の

よ
うな

器
具

が
必

要
か

検
討

し準
備

す
る

。 

○
 

９
:2

０
〜

 
10

:1
5 

５
５

分
各

グ
ル

ー
プ

に
て

討
議

を
 

⾏
い

な
が

ら実
験

実
習

 
の

課
題

を
解

決
す

る
 

☆
各

グ
ル

ー
プ

の
実

験
テ

ー
マ

を
課

題
解

決
す

る
。グ

ル
ー

プ
で

の
討

議
や

実
践

が
な

され
る

。 

○
 

ま
 と め
 

10
:1

5〜
 

10
:3

0 
15

分
グ

ル
ー

プ
で

の
実

験
で

得
ら

れ
た

結
果

を
討

議
に

よ
りま

とめ
て

考
察

す
る

 

☆
各

グ
ル

ー
プ

で
の

実
験

テ
ー

マ
で

得
られ

た
結

果
を

ま
とめ

る
。グ

ル
ー

プ
で

の
討

議
や

考
察

が
な

され
る

。 

○
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
オ

シ
ロ

ス
コー

プ
を

⽤
い

た
電

気
実

験
テ

ー
マ

の
課

題
解

決
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

ニ
ュー

ト
ン

の
３

⼤
法

則
実

験
テ

ー
マ

の
課

題
解

決
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク 

ユ
ー

イ
ン

グ
法

を
⽤

い
た

実
験

テ
ー

マ
の

課
題

解
決

に
お

け
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

、ね
らい

どお
りの

授
業

展
開

で
あ

った
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
グ

ル
ー

プ
内

の
み

な
らず

、他
グ

ル
ー

プ
に

刺
激

され
て

競
うよ

うに
取

り組
ん

で
い

た
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
学

⽣
は

、事
前

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

トで
は

、そ
れ

な
りに

理
解

して
き

て
い

る
が

、各
テ

ー
マ

の
課

題
を

取
り組

む
こと

で
よ

り深
く考

え
、

グ
ル

ー
プ

で
取

り組
む

こと
で

活
発

な
考

察
を

⾏
って

い
た

。 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

応
⽤

数
学

Ａ
 

前
期

, 
後

期
，

通
年

  
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
３

年
 電

気
情

報
⼯

学
科

  
  

  
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

１
⽉

２
７

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

３
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
富

⽥
勲

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
教

員
の

⼀
⽅

的
な

講
義

で
は

な
く、

学
⽣

の
能

動
的

な
授

業
参

加
に

よ
り、

学
⽣

の
学

習
意

欲
と能

⼒
を

⾼
め

る
こと

を
⽬

指
す

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
課

題
が

先
に

で
き

た
学

⽣
は

で
き

て
い

な
い

学
⽣

を
教

え
る

よ
うに

指
導

した
。改

善
した

い
こと

は
、特

に
な

し
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
教

員
の

⼀
⽅

的
な

授
業

よ
りも

学
⽣

の
能

動
的

な
学

習
の

⽅
が

課
題

へ
の

関
⼼

も
⾼

ま
り、

集
中

して
解

い
て

い
た

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
双

⽅
向

・反
転

授
業

の
導

⼊
の

しに
くさ

は
な

い
が

、課
題

量
が

制
限

され
る

の
で

、昔
の

よ
うに

教
科

書
を

⼀
冊

教
え

る
の

は
困

難
。

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

13
:0

0 
〜

 
13

:0
5 

５
分

 
課

題
内

容
と

そ
の

実
施

⽅
法

を
学

⽣
に

説
明

 
説

明
 

■
 

展
 

開
 

13
:0

5 
〜

 
14

:0
0 

55
分

 
学

⽣
に

課
題

を
解

か
せ

る
（

た
だ

し
、

周
囲

と相
談

させ
な

が
ら実

施
）

 

学
習

活
動

 
○

 

ま
 と め
 

14
:0

0 
〜

 
14

:3
0 

30
分

 
解

い
た

課
題

を
学

⽣
学

⾃
⾝

に
発

表
させ

る
 

AL
の

⼭
場

 
☆

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

 
 

 
 

 

 

 
 

写
真

は
学

⽣
の

掲
載

同
意

を
得

て
い

ま
す

。 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

上
記

の
ね

らい
通

り実
施

で
き

た
。 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
学

⽣
が

他
の

学
⽣

を
教

え
る

時
、⾃

分
⾃

⾝
の

理
解

度
を

チ
ェッ

クで
き

、教
え

る
際

に
分

か
りや

す
い

表
現

を
選

ぶ
よ

うに
な

っ
て

い
た

。 
・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

特
に

な
し

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
  

応
⽤

数
学

I 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
通

年
  

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
4

年
機

械
⼯

学
科

  
  

  
  

実
施

⽇
：

平
成

27
年

  
1

⽉
 2

7
⽇

（
 ⽕

曜
⽇

）
実

施
時

限
：

  
  

  
  

  
3

限
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

渡
邉

尚
彦

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

フー
リエ

級
数

展
開

を
⽤

い
て

πの
級

数
公

式
を

作
成

させ
，

これ
に

関
連

し
て

フー
リエ

級
数

展
開

の
条

件
，

パ
ー

セ
バ

ル
の

公
式

を
紹

介
す

る
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
い

くつ
も

解
が

で
き

る
よ

うな
課

題
設

定
を

した
 

 ・
πの

級
数

公
式

作
成

ま
で

は
⾯

⽩
い

と感
じ

る
学

⽣
も

い
た

が
，

そ
の

後
の

総
括

の
つ

な
げ

⽅
は

よ
り⼯

夫
が

必
要

．
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

⾯
⽩

い
と感

じた
学

⽣
は

い
ろ

い
ろ

な
バ

リエ
ー

シ
ョン

を
⾃

分
⾃

⾝
で

確
認

して
い

た
．

 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:2

0 
 

20
分

前
回

の
復

習
 

■
特

定
の

フー
リエ

級
数

展
開

を
例

に
得

られ
る

知
⾒

を
紹

介
 

 

展
 

開
 

13
:3

0〜
  

13
:4

0 
10

分
・パ

ー
セ

バ
ル

の
等

式
 

・フ
ー

リエ
級

数
展

開
か

ら
πの

級
数

公
式

の
作

成
 

■
フー

リエ
級

数
展

開
か

ら，
ま

た
パ

ー
セ

バ
ル

の
公

式
か

らπ
の

級
数

公
式

が
作

成
で

き
る

例
を

紹
介

 

 

13
:4

0〜
  

14
:1

0 
20

分
各

⾃
で

い
ろ

い
ろ

な
公

式
作

成
 

○
☆

例
を

参
考

に
，

い
ろ

い
ろ

な
フー

リエ
級

数
展

開
か

ら
πの

級
数

公
式

を
各

⾃
で

作
成

，
発

表
 

 

ま
 と め
 

14
:1

0〜
  

14
:2

0 
 

10
分

・フ
ー

リエ
級

数
の

存
在

条
件

確
認

 
・パ

ー
セ

バ
ル

の
等

式
の

意
味

 

■
  

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
・

フ
ー

リ
エ

級
数

展
開

か
ら

π
の

級
数

公
式

を
得

る
部

分
を

面
白

い
と

感
じ

さ
せ

る
と

こ
ろ

は
狙

い
通

り
だ

っ
た

が
，

そ
の

後
に

学
習

内
容

と
つ

な
げ

る
部

分
は

さ
ら

な
る

工
夫

が
必

要
を

感
じ

た
．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

・
面

白
い

と
感

じ
た

学
生

は
１

通
り

結
果

が
得

ら
れ

て
も

自
分

で
い

ろ
い

ろ
な

場
合

を
試

し
て

い
た

．
 

・
 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

応
⽤

数
学

Ｂ
 

前
期

, 
後

期
，

通
年

  
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
４

年
 電

気
情

報
⼯

学
科

  
  

  
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

１
⽉

３
０

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

１
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
富

⽥
勲

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
学

⽣
の

能
動

的
な

授
業

へ
の

参
加

に
よ

り、
学

⽣
の

⾃
発

的
な

学
習

意
欲

と学
習

能
⼒

を
⾼

め
る

こと
を

⽬
指

す
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

課
題

が
出

来
て

い
な

い
学

⽣
を

先
に

出
来

て
い

る
学

⽣
が

教
え

る
よ

うに
指

導
し

た
。改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

は
、特

に
な

し。
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
学

⽣
の

能
動

的
な

学
習

の
⽅

が
、教

員
の

⼀
⽅

的
な

授
業

よ
りも

課
題

へ
の

関
⼼

も
⾼

ま
り、

集
中

して
解

い
て

い
た

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
双

⽅
向

・反
転

授
業

は
可

能
で

あ
る

が
、課

題
量

が
制

限
され

る
た

め
、教

科
書

を
丸

ご
と⼀

冊
教

え
る

よ
うな

こと
は

困
難

。 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

9:
00

 
〜

 
9:

05
 

５
分

 
課

題
内

容
と

そ
の

実
施

⽅
法

を
学

⽣
に

説
明

 
説

明
 

■
 

展
 

開
 

9:
05

 
〜

 
10

:0
0 

55
分

 
学

⽣
に

課
題

を
解

か
せ

る
（

た
だ

し
、

周
囲

と相
談

させ
な

が
ら実

施
）

 

学
習

活
動

 
○

 

ま
 と め
 

10
:0

0 
〜

 
10

:3
0 

30
分

 
解

い
た

課
題

を
学

⽣
学

⾃
⾝

に
発

表
させ

る
 

AL
の

⼭
場

 
☆

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

写
真

は
学

⽣
の

掲
載

同
意

を
得

て
い

ま
す

。 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

上
記

の
ね

らい
通

り実
施

で
き

た
。 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
学

⽣
が

別
の

学
⽣

を
教

え
る

際
、教

え
る

学
⽣

⾃
⾝

の
理

解
度

を
⾃

らチ
ェッ

クで
き

、説
明

の
際

も
分

か
りや

す
い

表
現

を
選

ぶ
よ

うに
な

って
い

た
。 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
特

に
な

し
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
  

応
⽤

数
学

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

通
年

  
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
  

4
年

環
境

都
市

⼯
学

科
  

  
 実

施
⽇

：
平

成
27

年
  

1
⽉

 2
6

⽇
（

 ⽉
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

２
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
渡

邉
尚

彦
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
複

素
積

分
の

性
質

を
実

積
分

との
⽐

較
で

考
察

させ
る

 
 ・

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

各
グ

ル
ー

プ
に

分
け

，
正

則
・⾮

正
則

関
数

に
関

して
２

つ
の

経
路

で
積

分
を

実
施

させ
る

 
 ・

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
⽬

下
の

課
題

に
対

して
⼯

夫
して

解
決

しよ
うと

す
る

意
欲

が
⾒

られ
る

 
 ・

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

 
 ・

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

11
:1

0 
 

30
分

実
積

分
の

復
習

 
複

素
積

分
の

説
明

 
■

 
 

展
 

開
 

11
:1

0〜
  

11
:3

0 
20

分
複

素
積

分
の

例
題

 
（

経
路

依
存

性
が

異
な

る
例

）
 

○
各

グ
ル

ー
プ

に
分

け
，

２
つ

の
関

数
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
２

つ
の

異
な

る
経

路
で

積
分

を
実

施
さ

せ
る

(解
き

や
す

い
よ

うに
ヒン

トの
プ

リン
ト配

布
) 

 

11
:3

0〜
  

11
:4

0 
10

分
 

○
各

グ
ル

ー
プ

の
代

表
学

⽣
が

結
果

を
記

述
 

 

11
:4

0〜
  

11
:5

0 
 

10
分

積
分

結
果

の
性

質
の

違
い

，
実

積
分

との
違

い
 

☆
得

られ
た

計
算

結
果

か
ら分

か
る

こと
を

考
察

させ
る

．
 

 

ま
 と め
 

11
:5

0〜
  

12
:1

0 
 

20
分

関
数

の
正

則
性

と積
分

の
経

路
依

存
性

と
の

関
連

説
明

 

■
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 
   ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
       

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
・

各
グ

ル
ー

プ
で

積
分

計
算

を
さ

せ
る

と
こ

ろ
は

グ
ル

ー
プ

で
の

教
え

あ
い

の
強

み
を

生
か

す
こ

と
が

で
き

た
．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

・
出

て
き

た
結

果
か

ら
何

か
を

考
察

す
る

と
い

う
点

は
，
学

生
に

は
少

し
難

し
い

よ
う

に
感

じ
た

．
こ

ち
ら

が
幾

つ
か

ヒ
ン

ト
を

出
す

こ
と

で
，

学
生

自
身

が
自

然
に

気
付

け
る

よ
う

な
誘

導
が

必
要

と
感

じ
た

．
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

 応
⽤

数
学

Ⅰ
（

前
期

・後
期

の
他

の
学

年
・学

科
の

担
当

科
⽬

で
も

実
施

）
 

後
期

 
実

施
授

業
の

学
年

・学
科

：
４

年
 建

築
学

科
  

（
前

期
・後

期
の

他
の

学
年

・学
科

の
担

当
科

⽬
で

も
実

施
）

  
 実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

１
⽉

２
９

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
前

期
・後

期
の

他
の

学
年

・学
科

の
担

当
科

⽬
で

も
実

施
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 Ⅱ

 限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 ⼩
川

信
之

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

学
⽣

の
⾃

ら学
び

、問
題

解
決

を
模

索
す

る
こと

で
創

造
的

思
考

を
⾝

に
つ

け
る

。 
 ・

グ
ル

ー
プ

学
習

に
よ

り、
協

調
性

と積
極

性
を

育
み

、学
習

の
動

機
づ

け
を

伴
った

理
解

の
深

化
を

は
か

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
事

前
学

習
に

よ
り基

礎
知

識
を

持
った

状
況

を
つ

くっ
た

後
に

、反
転

学
習

を
実

施
した

。 
 ・

学
⽣

の
グ

ル
ー

プ
学

習
や

討
議

に
よ

り頭
脳

の
活

性
化

を
⾏

った
。１

グ
ル

ー
プ

は
４

〜
６

⼈
程

度
とし

た
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

クラ
ス

が
活

性
化

し、
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

⼒
・課

題
解

決
能

⼒
の

刺
激

とな
って

い
た

。 
 ・

グ
ル

ー
プ

学
習

に
お

い
て

、他
の

グ
ル

ー
プ

との
協

調
お

よ
び

競
争

が
⽣

じた
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
学

⽣
が

学
び

の
主

体
とな

る
こと

で
、項

⽬
・内

容
の

理
解

が
深

ま
る

。 
 ・

グ
ル

ー
プ

学
習

に
お

け
る

デ
ィス

カッ
シ

ョン
、教

え
あ

い
に

お
い

て
、理

解
度

が
⾼

い
学

⽣
と低

い
学

⽣
の

相
乗

効
果

が
⽣

じる
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト)

 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

10
:3

０
〜

 
10

:4
0 

 
1０

分
 

統
計

に
お

け
る

仮
説

の
検

定
、有

意
⽔

準
。 

■
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

の
進

め
⽅

を
伝

え
た

後
に

、ト
リガ

ー
ク

エ
ス

チ
ョン

を
提

⽰
す

る
。 

 

展
 

開
 

９
:1

０
〜

 
９

:3
0 

２
0

分
各

グ
ル

ー
プ

に
て

の
統

計
の

数
学

的
思

考
と学

習
内

容
を

ファ
シ

リテ
ー

タと
し

て
の

教
員

が
導

く。
 

☆
事

前
学

習
の

統
計

の
数

学
的

知
識

を
も

とに
、グ

ル
ー

プ
毎

に
、題

材
、使

う数
学

的
内

容
等

の
ア

イ
デ

ア
を

抽
出

さ
せ

る
。 

○
 

９
:3

０
〜

 
10

:1
0 

４
０

分
 

各
グ

ル
ー

プ
に

て
の

ブ
レ

イ
 

ン
ス

トー
ミン

グ
、K

J法
に

 
よ

る
デ

ィス
カッ

シ
ョン

とデ
ィ 

ベ
ー

トを
ファ

シ
リテ

ー
タと

 
して

の
教

員
が

数
学

的
 

視
点

か
ら導

き
、学

⽣
⾃

 
ら結

論
に

⾄
らせ

る
。 

☆
ブ

レ
イ

ン
ス

トー
ミン

グ
、K

J
法

に
よ

り、
グ

ル
ー

プ
毎

に
、題

材
、使

う数
学

的
内

容
等

の
ア

イ
デ

ア
を

選
択

・収
束

させ
る

。 

○
 

ま
 と め
 

10
:1

0〜
 

10
:3

0 
２

０
分

各
グ

ル
ー

プ
で

の
実

践
で

得
られ

た
結

果
を

討
議

に
よ

りま
とめ

て
、統

計
の

数
学

の
視

点
か

らの
考

察
を

す
る

。 

☆
各

グ
ル

ー
プ

で
の

内
容

を
ま

とめ
て

課
題

解
決

に
⾄

る
。

どの
よ

うに
考

え
て

結
論

（
作

品
）

に
⾄

った
か

の
過

程
を

記
録

す
る

とと
も

に
、そ

の
報

告
を

⾏
う。

 

○
 

 
 ■

 説
明

―
講

義
で

話
す

内
容

の
概

要
 

○
 学

習
活

動
―

どの
よ

うな
学

習
活

動
を

取
り⼊

れ
る

の
か

、注
意

事
項

な
ど 

☆
 ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
⼭

場
（

核
とな

る
部

分
）

 
※

 チ
ェッ

クポ
イ

ン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

 ブ
レ

イン
ス

トー
ミン

グ
、K

J法
 

 グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク 
 タブ

レ
ット

PC
 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

、ね
らい

どお
りの

授
業

展
開

で
あ

った
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
グ

ル
ー

プ
の

途
中

経
過

の
様

⼦
を

学
⽣

に
伝

え
る

と刺
激

を
受

け
て

グ
ル

ー
プ

で
の

競
い

合
うよ

うに
課

題
を

進
め

て
い

た
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
学

⽣
が

⾃
ら考

え
て

グ
ル

ー
プ

で
問

題
を

解
決

す
る

とい
う作

業
に

よ
り、

知
識

が
使

え
る

知
識

とし
て

定
着

す
る

。課
題

解
決

能
⼒

や
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
能

⼒
の

刺
激

・活
性

化
に

な
る

。 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
事

例
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

  
  

応
⽤

数
学

Ⅱ
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
通

年
  

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
4

年
建

築
学

科
  

  
  

  
実

施
⽇

：
平

成
27

年
  

1
⽉

 2
7

⽇
（

 ⾦
曜

⽇
）

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

２
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
渡

邉
尚

彦
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
ラプ

ラス
変

換
に

お
け
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教科「国語Ａ」における AL実施状況 
 

大橋 崇行 ※１ 
Takayuki OHASHI 

 

 

1. 教科「国語A」について 

「国語A」は、高等専門学校における初年次教育と

しての教養教育科目として設置されており、1クラス約

40名で編成された学科ごとに、第1学年に所属する学生

全員が受講している。基本的には、高等学校1年次と同

等の内容の授業を実施し、高等学校で採用されている

ものと同じ教科書を用いて、基礎学力としての国語力

を養成することを目指している。 

一方で、本校は工科系の高等教育機関であることか

ら、より実践的な日本語運用能力の育成に重点を置い

ている。具体的には、一般的な高等学校と比較して「書

く」ことを重視し、より多くの時間を文章表現、文章

構成の授業に割り当てている。このことを通じ、第2

学年以降の専門科目等で課せられるレポート課題に対

応できる力や、卒業後の学生がそれぞれ自立したひと

りの社会人として活躍できるだけの文章力を身につけ

させるとともに、どのようにしたら創造性を発揮でき

るのか、また、自分自身の意思を言葉として表現する

ためにはどのようにすれば良いのかといったように、

学生自身がみずからの力で「考える」ことを促す授業

を展開している。 

2.ALの実施状況 

2-1.平成25年度以前 

平成 25年度以前においては、高等学校課程の国語総

合、現代文、国語表現の教科書やワーク等を用いて、

文章の書き方を身につけさせるということを行ってき

た。授業中や教室外学修において学生に取り組ませ、

教員がその添削を行うという形式である。 

また、レポート課題や読書感想文を学生に書かせて

提出させ、それらの添削を行うという活動も行ってい

た。特に、大学の授業でしばしば見られるように、授

業後に授業内容に関するコメントシートの提出を求め

るなど、できるだけ多くの文章を「書く」活動に学生

が取り組む環境を作るよう努力してきた。 

2-2. 26年度から実施したAL 

 平成26年度は、文部科学省平成26年度大学教育再生

加速プログラムに採択された本校の教育AP事業に基

づき、学生がより能動的に学修活動に取り組むことが

できる授業の試みを行っている。 

 そのひとつとして実施したのが、学生が課題として

書いてきた文章を、授業内において学生どうしで読み

合い、評価し合う「合評会」の開催である。 

今年度は特に、第1学年での実施ということで、クリ

エイティブライティングをアクティブラーニングに接

続させていく授業を実施している。これは、文章を書

くことにまだ抵抗感が強い学生が多かったことから、

まずは文章を書くことに対する抵抗感をできるだけ少

なくするとともに、その中で、他者に読まれる文章を

書くときにはどのような点に留意すべきなのか学生自

身に気付かせ、日本語として適切ではない表現を用い

ることが、読者にとってどのように感じとられるのか

を体験的に理解させることを目的としたためである。 

具体的には、下記の手順で実施している。 

①課題として1600字～2000字程度のショートスト

ーリーを学生に書かせる。 

②授業中に6～7名のグループを作らせ、各グルー

プ6作品ずつを回覧させ、1作品ごとにコメントシ

ートを書かせる。 

③6作品をメンバー全員が読み終えた段階で、グル

ープごとの話し合いを実施する。 

④グループの話し合いの内容を発表させる。 

 コメントシートの記入や班別の話し合いを実施する

に当たっては、自分自身で書いた文章についての振り

返りを行い、自分のクラスメートや同学年の学生が書

いた文章と対照させることで、文章表現の授業として

は反転授業と同等、あるいはそれ以上の学習を期待で

きる。 

3．今後の見込と課題 

 今年度は本校の教育 AP 事業が初年度だったことも

あり、電子黒板やネットワーク設備が不十分だったた

め、紙媒体で授業を実施した。しかし、これらの設備

やネットワークの活用は、このような授業展開におい

て、もっとも有効に活用できるものであろう。したが

って、SNS の利用や、学生に配布されるタブレット PC

と電子黒板との連動など、学習環境を整えることによ

ってより多様な授業を行うことができる。今年度はク

リエイティブライティングとの接続だったが、たとえ

ば、学生の書いたレポートで、同様の授業を実施する

ことも可能であろう。その意味で、来年度以降も今年

度の事業を継続し、発展させることが必要である。 

 

※1：岐阜工業高等専門学校一般科目(人文)助教 
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教科「国語Ｂ」における AL実施状況 
 

中島 泰貴※１ 
Yasutaka NAKAJIMA 

 

 

1. 教科「国語Ｂ」の特徴 

 多種多様な歴史観や文化観を理解し、また尊重して

いくために、その前提として自らが属する社会・文化

に関する歴史的かつ体系的な知を得ることの必要性は

今後ますます増していくものと思われる。 

 教科「国語Ｂ」は、代表的な古典文学の韻文と散文

の学習を通じて、その知の基底となる最低限の古典文

法・古典語彙・古典常識等とともに、歴史的に形作ら

れていった「日本」という文化・風俗を解釈すること

への自覚的な構えを学生一人一人に身につけさせるこ

とを目的としている。 

 上代『万葉集』に始まり近世の蕉風誹諧に至るまで

の韻文の歴史と、平安中期の『土佐日記』『竹取物語』

に始まり、『平家物語』などの虚構と歴史とが入り交

じる軍記文学を経て、江戸時代の秋成や西鶴に至る「小

説」登場までの散文の歴史とを、高専入学直後の第一

学年生を対象に、1年間という短期間での定着を目指す

ものである。 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

自覚的な ALの導入はなかったが、未知の領域である

近代以前を対象としている教科の性格上、授業中でも

常に辞書等を利用とした調べ物の時間を設定しており、

学生の能動的学習環境はある程度整っていたものと考

えている。 

具体的には、散文の授業時においては、穴埋め式の

教員制作の現代語訳用ワークシートを配布し、その後

複数の学生に指名発表を行わせたり、韻文の授業時に

おいては、和歌や誹諧の逐語訳にとどまらない鑑賞的

な現代語訳を施させるなどである。 

教科としての「国語」において重要なのは、単一の

正解を機械的に教員が学生に教えることではなく、学

生が自ら疑問を抱き、自発的に問題を見つけることで

ある。その為に、講義時においては、正答をすぐに出

す学生に対しても、その正答へ至る過程を、対話の中

で確認することを重視している。また、周囲の学生へ

の確認も怠らないようにしている。教員と学生の間に

繰り返される問いかけの連続こそが「国語」という教

科学習の中心であり、その意味で、広義の「能動的」

という意味での AL は、25 年度以前から既に実施済み

である。 

2-2. 26年度から実施した AL 

後期の松尾芭蕉作の誹諧紀行文『奥の細道』の授業

時に、作品内の芭蕉の発句の鑑賞を目的として、5～6

名によるグループ学習を実践した。ご案内の通り、誹

諧とは五・七・五の十七文字による日本を代表する世

界的にも稀田な短詩型文学であり、表現の圧倒的な省

略と凝縮をこそ持ち味とする。従って、その句の性格

上、知識不足による明瞭な誤読はあったとしても、唯

一無比な正解はもとより存在しない為、個々の学生の

学力の差異をそれほど問題とせず、グループ内の誰も

が自由に平等な立場から意見を述べることができると

考えたからである。 

手順としては、まず授業の前半に、日光を訪れた際

の芭蕉の発句「あらたうと青葉若葉の日の光」を例に

して、教員を中心にしつつも学生との対話式に鑑賞を

進めた。句の詠まれた季節、句の詠まれた風景、句を

詠んだ時間、初句・二句・三句のそれぞれの単語から

範列的に連想される事物や形容詞の数々、以上を列挙

させていき、次に芭蕉の感動の中心は何かを考えさせ、

最終的に鑑賞的な長文の訳文を作成するという手順を

示した。その際に、どんなに訳文が長くなっても構わ

ないが、本来の句に含まれている要素を削ってはなら

ないこと、また芭蕉のそもそもの旅の目的や、江戸時

代という時代背景には十分に配慮すべき事を伝えた。

この句の「模範解答」については、学生の意見を取り

入れた形で、教員である自分が作成した。 

次に、グループ学習である。『奥の細道』中、鑑賞

の難易度が比較的低いと教員が予め判断したいくつか

の発句を対象に、学生にグループ内で討論を行わせた。

手始めに、議論の入口として、どの発句を選択するの

か考えさせ、グループの代表の挙手による早い者勝ち

で句を決定させ、同じ句に人気が集中しないように配

慮した。議論に当たっては、「あらたうと」の解釈の

際に示した各要素を、それぞれ項目別に記した A3 用

紙のワークシート 1 枚を学生それぞれに配布し、討論

をしながら各項目を埋めていくように指示した。また、

電子辞書を所持している学生に対しては、使用を許可

した。その間、教員は学生の机間を巡回し、必要に応

じて質問に答えるなど、議論の逸脱を注意などするこ

とのみに努めた。 

討論時間は 25分前後とし、20分を経過した時点で、
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まとめの作成と発表者の決定を学生に指示した。その

後、各グループの代表に教壇の前に立たせ、5 分間を

めどに口頭による発表を行わせた。教員による簡単な

補足説明と、簡単な学生同士による質疑応答の時間を

その後に設けた。 

総じて学生は積極的に課題に取り組んでおり、教員

も学生の自由な発想を重視することに努めた。当初、

懸念していた議論の不活発化による授業の遅延や停滞

はなく、むしろ学生たちは議論の時間の少なさに不満

を漏らすほどであった。学生たちの能動的な授業参加

という所期の目的は達せられたものと考える。 

2-3. 27年度導入予定のAL 

今年度に実施した誹諧鑑賞を通じた AL は、同じ韻

文学である『万葉集』をはじめとする古典和歌全般に

極めて有効と思われる。韻文の授業は、ともすると「ま

すらおぶり」や「たおやめぶり」などのような、予め

設定されている述語や批評用語を振りかざし、学生に

「正しい」鑑賞態度を押しつけるばかりで、結果的に

和歌嫌いを生み出し、学生達に何も伝わらないという

結果に陥りがちである。和歌を、学生達にも了解可能

な開いたものにするには、まずは能動的に和歌を楽し

んでもらう必要があると常日頃から痛感している。27

年度においては、和歌・誹諧など韻文の授業に際して

は、積極的にグループ討議を中心とする AL の回数を

増やすつもりである。 

一方、物語文学や日記文学など、散文作品の講義に

際しては、当面は古語から現代語訳への作業時に限定

しての導入を考えている。散文の解釈の拡散化には、

一定の歯止めがまだ必要と思われるからだ。散文の授

業においては、まずその古語が読めるようになること

が何よりも優先する。従って、現在多くの授業で、新

単元に入った最初の時間に、当該単元の原文をもとに、

教員が作成した空欄補充式の現代語訳用ワークシート

を学生に配布している。授業の実際の流れとしては、

学生個々への辞書使用の指示、訳文の検討時間、指名

発表となる。 

授業時に困難を覚えるのは、辞書を引けない学生へ

の対応である。本校では数年前より携帯の便を考慮し、

電子辞書を利用させているが、その弊害として実感さ

せられるのは、辞書の一覧性の喪失による、適正な訳

語を選択する能力の低下である。紙の辞書では、訳語

の選択肢が文字通り一望できるのだが、電子辞書では

訳語がスクロール的に現れる為、最初に現れる訳語を

何の考慮もないまま無条件に選択してしまう学生が頻

出している。 

上記のような学生への気づきを促すものとして、意

図的に複数の学生に異なった訳文を検討させる類いの

の AL は有効だろうと考えている。このような形での

実践ならば、授業時間全体を AL とすることなく、臨

機応変に対応することも可能となる。 

3．今後の見込と課題 

学生の自発性、能動性を高める為、AL的授業の必要

性が求められるのは間違いない。ただし、ALの実施方

法という型や、その実施回数、実施時間を予めシラバ

ス上に設定していくことは、教員の自発性や、能動性

を著しくそぐことにつながる危険性と隣り合わせなの

ではないだろうか。AL「的」という言葉をあえて用い

たゆえんである。 

もちろん、2-2の実施報告にも記したとおり、ALの

有効性について疑う余地はないのだが、一方で AL と

教科目全体の年間授業進度や、その達成度評価との適

正な関連性をどのように保って良いか、まだ最適解が

見つからない状態である。授業進度について言えば、

少数学生を相手にする大学のゼミのような授業形態で

はなく、40 名前後の学生を相手にする高専の講義形式

においては、一人一人の学生の積極的な授業参加を促

すことが、年間シラバス通りの授業展開を困難にする

事態につながりかねない。また、これは「国語」とい

う教科の特性かもしれないが、学生の解釈・鑑賞的な

発想の豊かさを、どのように客観的な（エビデンスを

示しうる）評価に反映させることが可能なのか、また

そもそも反映させるべきなのか、極めて心もとない。 

自発的、自立的な個人を、客観的な評価の枠組みに

どのように落とし込むかが「課題」となる、そのよう

な不毛さをいかに避けるかが今後の本質的な課題とな

るだろう。 

 

※1：岐阜高専一般人文科目(准教授) 
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教科「地理」における AL実施状況 
 

空 健太※１ 
Kenta SORA 

 

 

1. 教科「地理」の特徴 

 高専の学生にとって、社会系教科目の役割は大きい

はずである。しかし、その学習意欲は低いのが現状で

あり、学習内容を一方的に伝えても学生にとって意味

のない時間になりかねない。第1学年における社会系教

科目は地理と歴史（世界史）である。第1学年の学生は

高専に入学したてであり、今後の学習への備えや期待

を与えることが必要であろう。これらのことから、地

理や世界史のアクティブ・ラーニング（以下、ALと略

記）の導入は必須である。 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

第 1 学年地理では、前期では系統地理学にもとづく

テーマ学習、後期では地誌学にもとづく地域学習を行

っている。このうち、地域学習で調べ学習やグループ

学習を実施しており、特に学生主体の学習としてレポ

ートおよびプレゼンテーションを取り入れている１）。 

レポートおよびプレゼンテーションの作成・実施の

方法は、➀テーマ設定、②レポート作成、③パワーポ

イント作成、④プレゼンテーションと進めた。 

➀テーマ設定にあたっては、地理に関わる内容であ

ることが望ましいが、広く社会を扱うものでも可とし

ている。ただし、探究する問いを「○○について」で

はなく、必ず問いの形にし、その問いは「なぜ○○は

～なのか？」という調べたことに基づいて答えをまと

めるものであることを要求している。 

②レポートの作成にあたっては、授業で調べ方など

を概説し、テーマに応じた方法をとるように指示した。

また、作成は序論・本論・結論の三部構成とし、序論

で設定した仮説やそれを検証するための方法や簡単な

結論を示し、本論で調べたことを表や図を必ず用いて

整理し、結論で再度問いとそれに対する答えを整理す

ることを求めた。 

③パワーポイントは、学生が作成したレポートにも

とづき、プレゼンの補助資料になるものを作成させた。

文字はできるだけ少なく、プレゼンを行うことを想定

しながら作成することを求めた。 

④プレゼンテーションおよび評価は、冬季休業明け

の授業時間を活用し、一人 10 分程度で行った。全員が

発表できるわけではないので、発表者以外には質疑応

答やプレゼンの内容と方法を評価させ、どのようなプ

レゼンが分かりやすいかなどを考えさせた。 

2-2. 26年度から実施したAL 

 平成 26 年度も同様の

ALを行った。方法は 2-1

の通りである。右図がそ

の様子である。 

 

 

 

              図 発表風景 

 このような授業については学生の意欲も高い。1 ク

ラスでアンケートをとったところ、全員が内容に満足

しており、プレゼンの重要性を感じてくれていた。 

2-3. 27年度導入予定のAL 

平成 27年度は、第 1 学年である歴史（世界史）を担

当するため、歴史におけるAL型授業を想定している。

歴史は、語りに依存しやすいため、学習意欲を喚起さ

れる学生は歴史好きであることがほとんどである。歴

史好きではない学生にも意義のある歴史学習を行うた

めに、AL型授業を予定している。現在予定している歴

史授業は、ディベートである。ディベートを方法に、

歴史上の人物の役割や意義を史資料から学生自身の考

えを論理的に構築する授業を実施する予定である。 

3．今後の見込と課題 

ALを取り入れる意義は、ただアクティブにすること

を目指すものではなく、学生の学習への意欲を高め学

習効果を向上させることにある。その意味では、まだ

課題が残る。今回報告した地理の AL は、前期は知識

獲得、後期は学生主体による活動と 1年間の地理で AL

型授業として構成している。それゆえ 1回の授業が 90

分座学であることもあった。したがって課題は、1 回

の授業にも AL をどのように組み込むかであり、そう

することで 1 回 1 回の授業が、学生が活動し学習内容

を獲得していく意義ある授業になるだろう。 

注 

１）詳細は、空（2012）で報告している。 

参考引用文献 

空健太（2012）「レポートおよびブレゼンテーション

指導を取り入れた地理」『情報処理報告』第 39 号，

pp.51-58. 

※1：岐阜高専一般人文科目(講師) 
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教科「英語 A」における AL実施状況 
 

種村俊介※１ 
Shunsuke TANEMURA 

 

 

1. 教科「英語A」の特徴 

本科目は、英語や外国の文化に対する理解を深める
とともに、国際社会に生きる日本人として必要な実践
的英語コミュニケーション能力の基礎を身に付けるこ
とを目標とする。主教材には、高校 1 年生の「コミュ
ニケーション英語」用の検定教科書を採用している。 

 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

これまで、名刺交換会 (三浦, 中嶋, 池岡, 2006)、DJ 

English (三浦, 2007)などのコミュニケーション活動の

AL を行ってきた。種村 (2009)で二つの活動について

詳細に報告されているが、例えば、名刺交換会は、 

(1) 宿題として図 1.のような名刺(様式 1)を 20 枚程度

作成する。名刺の中央には自身の似顔絵とクラス

メートから呼ばれたいニックネームを、右上には、

自分を色で例えたら何色かを、右下には、現在興

味がある事柄を、左下には自分を動物に例えたら

何になるかを、左上には将来の夢を書く。さらに

それらを英語でクラスメートに説明できるように

準備する。 

 

 

 

 

 

        図 1 名刺(様式 1) 

(2) 授業では、一斉に立って教室中を歩き回りながら、

普段あまり話さない人と、名刺交換し、名刺の内

容について伝え合う。20 分程度で終了し、次回ま

での宿題として、もらった名刺を全部レポート用

紙に貼り付け、名刺交換会の感想を英語で書いて

提出する。そして、2 回目の名刺交換会を次の授業

で行う。その活動のために、図 2．のような様式 2

の名刺を 20 枚程度用意する。様式 2 の名刺には、

真ん中に似顔絵と呼ばれたいニックネームを書き、

それ以外のスペースに自分はどのようにユニーク

かを書いてくる。 

(3) 次回の授業でレポートを回収し、それに教師がコ

メントして返却する。これ以降は同じ。 

というように、行われる。 

 

 

 

 

 

             図 2 名刺(様式 2) 

2-2. 26年度から実施したAL 

平成 26年度は、上述のような活動の他に、教科書の

英文を使って、AL を行った。学生は、毎回授業前に、

授業で学習する英文をノートに書き写し、新出単語、

重要熟語、慣用表現などをまとめるという予習課題が

課せられている。この事前学習を踏まえ、英文をセン

スグループごとにスラッシュを入れる、括弧内に入る

冠詞や前置詞を答える、文法と文脈を踏まえて日本語

に直すといった課題に取り組ませた。1)初めに個人で

課題に取り組む、2)その後、各自の答えを基に 4 人か

ら 6 人のグループで共通した答えを導き出す、3)グル

ープごとに答えを発表するという流れで行われ、40 分

程度を要した。学生たちは、グループ共通の答えを考

える過程で、活発に議論し、意欲的に取り組んでいた。 

2-3. 27年度導入予定のAL 

今後も前述のコミュニケーション活動と共に教科書

の英文を教材に AL を行っていく予定である。普段の

授業の活動に、大小様々なALを取り入れていきたい。 

 

3．今後の見込と課題 

 学生たちが意欲的に AL を行うために、何より大切

なのは、良い発問・指示づくりであると考える。普段

から、ALを促進させるために必要な教材研究と準備を

行うことが課題である。 

 

引用文献 

三浦孝 (2007). 「DJ English」 静岡大学大学院 教育学

研究科 英語教育専攻 授業配布資料 

三浦孝, 中嶋洋一，池岡慎 (2006). 『ヒューマンな英

語がしたい』東京：研究社 

種村俊介 (2009). 「価値ある意味交渉を伴うコミュニ

ケーション活動」の実践, 全国高等専門学校英語

教育学会研究論集第 28号, pp35-44 

 

※1：岐阜高専一般人文科目(准教授) 
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教科「英語 B」における AL実施状況 
 

種村俊介※１ 
Shunsuke TANEMURA 

 

 

1. 教科「英語B」の特徴 

 本科目は、1)英語コミュニケーション能力の基礎と

なる英文法と語彙の定着を目指す、2)比較的容易な英

文を多量に読む多読活動を取り入れ、英語のインプッ

ト量を増やし、英文の内容を読み取る力を養成する、

ことを目的としている。 

 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

これまで、上記の目的 2)を達成するための AL、多

読活動を実施してきた。多読活動についての詳細は、

種村(2011)に示されているが、多読活動では、教室に約

1000 冊の様々な種類の図書を持ち込み、学生たちが、

その中から自由に読みたい図書を選び、それぞれのペ

ースで英語の読書を行う。図書の選び方に関しては、

絵が多く入っている多読図書から読み始め、ゆっくり

とペースを上げ、徐々に語数の多い図書に移行してい

くことが指導され、10万語を多読 1 年目の目標にする

ことが説明される。多読は、授業の最初の 15 分間を使

い、通年で合計 20 回行われる。多読図書には LLL、

ORT、FRL、OBW、PGR 等の Leveled Readers や Graded 

Readers を使用される。学生は、読書後、記録手帳に読

書記録(図書のタイトル、図書の評価、読語数等を記入)

を残す。教師は、学習者の多読の状況を把握し、多読

が効果的に行えるように、読み方、多読図書の選び方

についての助言などを必要に応じて随時行なう。また、

定期的に読書記録手帳にコメントを書いて、学習者の

多読に対する意識を高めるように努める。授業外での

多読も奨励され、年に 4回、「図書館に設置されている

多読図書の中から読みたいものを 1 冊以上借りて読

む」という課題が課される。 

教師は、学生の言語能力レベルに合った多読図書を学

生自らが選択し、多量の英文を「楽しみながら読む」という

環境を整え、必要に応じて多読図書の紹介や多読に関す

る助言を行い、自らが英語の読書のロールモデルとなるこ

とを心掛ける。 

2-2. 26年度から実施した AL 

上述の多読活動に加えて、英文法の比較表現を学習

する際に、ALを実施した。その目的は、比較表現の“as”

と“than”に注目し、その品詞と文構造を考察することに

よって、比較表現に対する理解を深めることであった。

ALは以下のとおり、実施された。 

 

1) 授業時に教師が教材を提示し、学生は家庭学習

で得た知識を基に、教材に個人で取り組み、

自分なりの解答を考える。 

 

2) 各自が考えた答えを基に、4～6 人のグループ

で、議論と調べ・教えあいを行い、グループで

一つの答えを導き出す。 

 

3) グループ毎に、クラス全体にグループ学習の成

果を発表する。 

 

以上の 1)～3)で 40分程度を要した。教師の観察か

らは、総じて、学生達は、教材に意欲的に取り組む

ことができており、自分で問題を考え、あるいはグ

ループで議論し、調べ・教えあう中で、学習事項に

対する理解が深まったようであった。 

2-3. 27年度導入予定のAL 

前述の多読活動と共に、教科書の英文法の重要事項

を素材に、ALを行っていく予定である。普段の授業の

活動に、大小さまざまな AL を取り入れていきたいと

考えている。 

 

3．今後の見込と課題 

本科目の目的 1)を達成するために、主教材には、高

校生レベルの文法事項を学習するためのテキストを使

用している。科目の目的と使用教材の特性上、アクテ

ィブラーニングを実施するためには、扱う文法事項の

選定、質問や課題に工夫が必要だと感じられる。普段

から、ALを促進させるために必要な教材研究と準備を

行い、学生たちが、意欲的に ALに取り組めるように、

良い発問、指示づくりに努めたい。 

 

引用文献 

種村俊介 (2011) 「英語多読における読書量に影響を

及ぼす要因の分析」『中部地区英語教育学会紀要』

紀要 40号 9-16 頁 

 

※1：岐阜高専一般人文科目(准教授) 
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教科「体育(バスケットボ－ル)」における AL実施状況 
 

久世 早苗※１ 
Sanae KUZE 

 

担当学科 1年 E科・A科 

 

1. 教科「体育」の特徴 

 体育では、前期に個人種目中心に展開し、自分自身

の体力・運動技能のレベルを知るために、体力測定も

実施している。後期には集団種目であるバスケットボ

－ルを実践することで、種目の特性に触れ、協調性や

協力する態度を育み、 各人モラルの高揚に務め、人間

性を高める。 以下に具体的な学習項目を示す。 

①自己の体力値を測定、理解する(体力測 定)。 

②陸上競技の特性を理解、技能向上を目指す。  

③水泳の特性を理解、技能向上を目指す。 

④球技(バスケットボール)の特性に触れ、 集団スポー

ツの技能を高める。  

⑤ウェイトトレーニングを実施することで、基礎体力

を向上させる。 

 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

バスケットボ－ルには、攻守において様々なスタイ

ルがあり、特にディフェンスには個人対個人(マンツ－

マン)の守備と、地域を守る(ゾ－ンディフェンス)守備

がある。バスケットボ－ルは攻守が入り混じって展開

される種目のため、①体力の格差が試合に反映しない

ようにするため。②男子と女子が同種目に取り組むた

め、体力的に性差が生じないようにするため。の 2 点

から試合形式で授業を行う際には、上述のゾ－ンディ

フェンスを行うよう指導している。 

このことから、グル－プ毎にディフェンスの形を決

めさせた上で、各自のポジションを確認し合い、試合

に臨むよう指導している。 

個人の技術面では、バスケットボ－ル経験者(部活動

を実施している学生)に模範の実技を見せて貰い、ドリ

ブルシュート、パス、3 ポイントシュ－トなど経験さ

せている。 

試合はグル－プ対抗のリ－グ戦とし、対戦表を掲示

して、自グル－プの試合結果、他グル－プの試合結果

などを確認し、次戦に取り組むようにしている。 

試合後には、各グル－プ毎に試合の反省を行わせ、

次回の授業時に前回の授業の反省事項を確認してから、

試合を実施している。 

 

また、試合中の審判や得点係などを、自主的に行な

っている。 

 

2-2. 27年度導入予定のAL 

実技科目は、個人が自分の様子を確認するのが難し

いので、授業展開としては現在までの実施計画を踏襲

し、今後は実技の様子(各人)を IT 機器などで撮影した

上で、個人が自分のプレ－を確認することが出来れば

良いと考えている。 

同様に試合なども撮影し、グル－プ学習の参考にな

れば良いと考える。 

 

※1：岐阜高専一般自然科目(教授) 
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教科「体育」における AL実施状況 
 

山本 浩貴※１ 

Hiroki YAMAMOTO 

 

 

1. 教科「体育」の特徴 

第 1 学年体育実技では、個人種目や集団種目を実践
することで、種目の特性に触れ、体力・技能の向上を
図る事を目的としている。また、協調性や協力する態
度を育み、各人モラルの高揚に務め、人間性を高める
事も重要な目的である。以下具体的な学習項目を示す。 
①自己の体力値を測定、理解する(体力測定)。 
②陸上競技の特性を理解、技能向上を目指す。  
③水泳の特性を理解、技能向上を目指す。 
④球技(バスケットボール)の特性に触れ、集団スポー
ツの技能を高める。 
⑤ウェイトトレーニングを実施することで、基礎体力
を向上させる。 

 

2. 実施状況 

2-1. 26年度以前から実施済のAL 

①体力測定について 

体力測定は、4 年間継続して実施している。体力測

定の記録については、1 枚の記録用紙に複数年記録で

きるようにしており、各人の体力の変化を経年的に確

認する事ができ、毎年体力測定後に体力の変化につい

て自己評価をさせている。また、毎年の体力測定結果

については、毎年業者に分析してもらい分析結果をフ

ィードバックする事で、体力の詳細な分析や自己評価

ができるようにしている。この結果は、保健の授業時

にも利用して、体力の説明や体力づくりの資料として

取り扱っている。 

②陸上競技について 

陸上競技は個人種目であるが、できる種目ではグル

ープ別に測定を実施し、技術確認などをするようにし

ている。特に、安全性も重視される投擲種目(砲丸投)

では、安全確認やフォームの確認、記録測定などを各

グループで実施させることで、安全対策とグループ学

習ができるように実施している。 

③水泳について 

水泳の授業では、最初に泳力テストを行い、レベル

に応じて班別に分けるようにしている。上級・中級・

初級・初心の 4 グループに分け、各グループで練習内

容を変えて取り組むようにしている。特に水泳が苦手

な初心者グループについては、上級グループが指導で

きる時間も設け、学生間で協力し合うようにしている。 

④バスケットボールについて 

 集団スポーツであり、チームワークが重視される球

技であるため、基礎技術練習から応用練習までチーム

別に練習するようにしている。ルールの理解や基本技

術の習得に対し、経験者が各チームで指導できるよう

配慮してチームを構成し、お互いが協力して協調性を

育みながら活動できるようにしている。 

⑤ウェイトトレーニングについて 

 特に冬季の授業では、バスケットボールと合わせて

ウェイトトレーニングを実施している。これは、冬季

(12 月-2 月)の間に、基礎体力の向上を目指したもので

ある。保健授業の中では、体力トレーニングの講義を

行っていることから、理論と実践という関係で実施で

きている。体力トレーニングの実施にあたっては、ト

レーニング記録カードを準備し、各自が取り組んだ内

容や量や質を評価するようにしている。 

 

2-2.  27年度導入予定のAL 

体育実技では、実技の様子をビデオで撮影し、各自

やチームの様子を見せる方法が最も効果的な技術向上

の方法である。しかしながら、これまでビデオ撮影と

ビデオ視聴をフィールドでタイムリーに実施する事は

ハード面の問題で困難であった。今後はタブレット端

末の導入もあり、各自のプレーやチームのプレーを即

座に撮影、確認する事ができるため、活用したいと考

えている。 

 

3．今後の見込と課題 

体育実技では、授業時間内の運動量の確保を最も重

要視している。技術面が多少劣っていても、楽しく協

調性を持って一生懸命実践する事で、心地よい汗を流

せるような授業展開が理想であり、大切であると考え

る。ALの授業展開により、運動量が減るような授業の

展開にならないよう注意して取り組みたい。 

 

※1：岐阜高専一般自然科目(教授) 
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教科「体育」における AL実施状況 
 

麻草 淳※１ 
Atsushi MAGUSA 

 

 

1. 教科の特徴 

1-1.教科「体育」の特徴 

 健康的な身体を獲得するため、様々な運動を経験す

ること、できるだけ多くの運動量を確保することに配

慮している。 

また、運動を通した他者との関わりから、相手を尊

重し協力する態度、自分の役割を果たすなど、社会性

を養うことも大きな目的としている。 

 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

 体育のような実技科目は、実際に動き、経験してみ

ることが基本となっているため、もともと学生主体の

授業展開になっている。実技テストを通して「どのく

らいできるか」「どのくらい向上したか」ということ

を把握したり、それに向けて自ら工夫し努力する時間

を多くとったりしている。また、経験豊富な学生を中

心に、学生間で技術的なポイントを教え合うなどの時

間を設けてきた。 

 また、毎年後期には球技（バスケットボール）の合

間にマシンを使用したウェイトトレーニングを実施し

ている。保健の授業で得た知識を生かし、自分の目的

に合わせて種目の選択、負荷の設定を行っている。こ

れをきっかけに、昼休みや放課後に自主的にトレーニ

ングを継続する学生が増えている。 

 

2-2. 26年度から実施したAL 

26 年度から新たに実施したことはない。 

 

2-3. 27年度導入予定のAL 

 特にチームスポーツにおいて、勝つための戦術、戦

略、練習などをチームメイトで話し合い工夫する時間

を多く取り入れてみたいと考えている。お互いの技能、

体力レベルを把握して、チームに合ったプレースタイ

ルを考えていくことは、お互いを尊重する、自分の役

割を果たす態度を育てていくことにもつながると考え

る。 

 

 

 

 

3．今後の見込と課題 

 2-1 で述べたように、体育は実際に動き、経験してみ

ることがとても重要であるため、もともと学生主体の

授業展開になっていると考える。しかし、場合によっ

てはただ教員の指示に従って何となくやっているとい

うこともありそうである。特に、運動が苦手、嫌いと

いう学生にとっては、みなが同じ実技課題、練習内容

では苦痛に感じるだけということもあるかも知れない。 

運動に消極的な学生にとっては「楽しい」「できた」

など、少しでも多くの成功体験が必要であり、そのた

めには、体力や技能レベルに応じた目標や課題設定を

することが理想である。しかし、実際には、授業担当

教員１人では様々なレベルの学生達を適切に指導する

には限界がある。それを解消する一つの方法が学生同

士で教え合うことであるが、そこに動画撮影を取り入

れ、自分のプレーを見られる工夫をしてみるのも良い

かも知れない。ポイントが理解しやすく、動作が改善

されて行く様子などが実感できれば、意欲の向上につ

ながることが期待できるのではないかと考えている。 

 

 

※1：岐阜高専一般自然科目(准教授) 
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教科「保健」における AL実施状況 
 

山本 浩貴※１ 
Hiroki YAMAMOTO 

 

 

1. 教科「保健」の特徴 

 保健の授業では、現代社会における健康観の考え方
について、WHO の考え方、わが国での方針や問題点な
どを学習する。具体的な学習内容については、以下の
通りである。 
①現代の健康観について 
②生活習慣と生活習慣病の関係について 
③生活習慣病と栄養素との関係 
④健康づくりに必要な運動器系について 
⑤体力づくりについて 
⑥健康を害する喫煙・飲酒・薬物の影響について 
⑦健康づくりと医薬品について 
⑧青年期の性と健康、感染症について 
⑨欲求と適応機制について 
⑩応急手当と救命救急について 

 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

これまで取り組んできた保健の授業における AL の

実施状況を、各授業の内容と合わせ説明してみる。 

①生活習慣病の学習について 

生活習慣病の中で 15、16 歳の年代に直接関わってく

るのが肥満である。生活習慣病を説明し、自分の現状

を把握するために、体組成調査を行っている。体組成

の調査にあたっては、標準体重法の計算、体格指数法

の計算などにより肥満度を評価する方法、各グループ

で、インピーダンス法や筋赤外線分光法の測定による

肥満度評価、WHR 測定による肥満の型判定の評価など

を実施し、各自の結果をレポートに纏め生活習慣を見

直す作業を行っている。 

②栄養素についての学習 

各栄養素の役割についてビデオ教材も活用し学習し

たのち、各自で献立作りを作成している。グループ学

習として意見交換する事もあり、成長期であり、各自

の活動に応じて十分な栄養が摂取できるよう考えてい

る。また、エネルギー消費量の調査を各自で実施して

いる。2 日間～1 週間程度の生活活動調査を実施し、1

日のエネルギー消費量の調査をすることで、自分の活

動量を知り、総エネルギーの摂取と消費のバランスを

考えて生活習慣の評価や見直しをしている。 

③体力づくりについて 

 トレーニングの原理原則をビデオ教材も活用し学習

する。その後、各自の目的に合うような心肺機能の向

上と筋力の向上を目指したトレーニングプログラムの

作成に取り組んでいる。日常的に運動を実施している

学生と、あまり運動をしていない学生がいることから、

「競技力向上を目的としたプログラム」と「基礎体力

向上を目的としたプログラム」の 2 つの考え方から選

択させて作成する。プログラムの作成にあたっては、

お互いに意見交換や情報交換ができるようにして取り

組んでいる。 

 

2-2. 26年度から実施したAL 

平成 26 年より保健授業が通年となった事もあり、新

たに以下の内容を学習させ、AL となるよう考慮して授

業展開を実施した。 

①ビデオ教材や資料を活用し、グループ学習で内容を

纏める学習形態。 

飲酒・喫煙・医薬品・薬物の乱用・性と健康・感染

症・欲求と適応機制の学習については、最初にビデオ

教材を活用しながら、各項目の重要点を把握させてい

る。その後ビデオ学習の内容に加え、教科書や資料の

説明を通して、各グループで要点を纏めさせる学習方

法を実施した。話し合いながら纏めた内容は、各自レ

ポート形式で提出させて評価した。 

②スマートホンを利用した学習形態。 

 ドーピングについて学習する際に、JADA の HP から

ドーピングに関するサイトを検索して学習する方法を

実施した。学生は興味を持って取り組んだが、アクセ

ス制限などの問題もあり、全員が十分に実施できるに

は至らなかった。 

 

2-3. 27年度導入予定のAL 

各授業内容について、タブレット端末などで新しい

情報を検索しながら学習していくようにする。 

 

3．今後の見込と課題 

これまで保健の授業では、ビデオ教材と授業に関係

する資料を作成配布しながら実施してきた。今後はタ

ブレット端末が導入されるようなので、常に新しい資

料や情報を検索して用いる事ができ、グループ学習で

もタイムリーに活用できると考えられる。ただ、筆記

作業が減ることによる学習効果への影響が心配である。 

※1：岐阜高専一般自然科目(教授) 
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教科「保健」における AL実施状況 
 

麻草 淳※１ 
Atsushi MAGUSA 

 

 

1. 教科「保健」の特徴 

 超高齢社会をよりよく過ごすための健康観、生活習

慣と疾病との関係、健康づくりのための正しい知識や

方法を理解し実践することを通して、健康に良い行為

を選択する力、生涯にわたって健康に過ごす力を養う

ことを目的としている。 

 

2. 実施状況 

2-1. 25年度以前から実施済のAL 

以前から本授業では、身体組成を調べ自分の生活習

慣との関係を考察したり、生活活動強度とエネルギー

摂取を調査しまとめたりするなど、知識と実生活の関

わりを深めるよう工夫をしてきた。 

さらに、積極的な健康体力づくりのために、自らの

体力特性にあわせた運動プログラムを考えたり、それ

をもとに体育授業においてウェイトトレーニングを実

践したりするなどの場を設けてきた。 

 

2-2. 26年度から実施したAL 

これまで私の担当する「保健」は第 1 学年時の半期

科目であったが、26 年度より通年科目となった。それ

に伴って新しく半期分の授業つくりを行うことになり、

その分野について、学生が主体的に取り組めるような

工夫をしてみた。具体的には、グループで互いの意見

を交換し合う、関連した映像を多く見せ、それらをま

とめ、自分なりの考えや感想を記述させるなどである。 

 

2-3. 27年度導入予定のAL 

 2-1、2-2に加え、事前に調べ学習をし、発表させる

ような事（反転授業）が実施可能ではないかと考えて

いる。これまでは授業中の教員からの説明で理解して

いた事柄について、学生自身が調べて発表するのであ

る。教科書以外の書物やインターネットなどで調べて

みることは、それに関わる様々な言葉や考えに触れる

ことになり、単なる言葉の記憶に留まらず、幅広く興

味や関心を引き出すことが期待できる。また、発表の

場面を設けることにより、プレゼンテーションの能力

向上も期待できる。 

 

 

 

3．今後の見込と課題 

グループディスカッション、反転学習のいずれにつ

いても、適切な課題、話題の設定がカギとなると考え

る。 

保健授業の最大のテーマは「生涯にわたる健康」と

いうことであるが、何もしなくても健康的な高校生期

の学生達に「健康」に関わる話しを「自分のこと」と

して興味を持たせることはなかなかに難しく、これま

でも苦戦してきた。 

調べてみたい、調べてみると意外に面白いと感じら

れるような課題の設定ができるのが理想である。また、 

知識を活用し実感として感じられる場面、健康である

ことの大切について考える場面をより多く設定できた

ら良いと考えている。 

 

※1：岐阜高専一般自然科目(准教授) 
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教科「材料学」における AL 実施状況 
 

本塚 智※１ 
Satoshi MOTOZUKA 

 
 
1. 教科「材料学Ⅰ」の特徴 

 材料学Ⅰでは機械工学で扱う材料学の基礎として、

金属材料の結晶構造、ミラー指数、相変態、状態図を

学修する。対象は機械工学科の3年生である。力学系の

科目と比較して、要求される数学の学力の水準が平易

で、どちらかというと暗記科目であるため、それほど

理解の進まない学生は見られない。しかし、ミラー指

数と状態図の読み方の習得で、苦労する学生が散見さ

れる。また、3年生における定期試験では、ミラー指数、

状態図ともにその原理を理解しているようであるが、

4,5年生では忘れている学生が多い。これは、種々の科

目で共通して学習される力学と比較して、材料学はそ

れ以外の科目で活躍する頻度が低いためと推測される。

そこで、状態図に関しては、多数の問題に取り組むこ

とで、頭ではなく体で理解できるよう、教材を作成し

た。 

 

2. 実施状況 

図 1 に教材の一部を示す。教材はパワーポイントで

作製されており、これをスクリーンに投影して学生は

問題を解く。 

 

 

図 1 教材の一例 

状態図の学習において、学生が混乱するのは、成分の

量と相の量の違いである。特にレバールールと呼ばれ

る、相の量を導く手法で混乱している学生が多い。そ

こで、本教材ではこの点に注意して、状態図から成分

の量と相の量を導く問題を多数示した。 

 運用に関しては、基本的に教員が答えを示すことは

せず、学生を指名して、スクリーンの前に出てきても

らい、他の学生に説明する形で回答してもらう。答え

に詰まった際は、他の学生に助けてもらっても良いこ

とにしている。これによって、理解している学生は理

解が深まり、理解していない学生は、教員ではなく“理

解している”学生の説明を受けて、理解が進んでいる

ようである。 

 

3．今後の見込と課題 

一度、この教材を授業時間ではなく、夏休みの宿題

として提示し、取り組ませたところ、定性的かつ主観

的であるが、やはり学習内容の定着が悪かった。従っ

て、AL の効果はある程度あるように感じられた。材料

学で詰まるもう一つの項目として、ミラー指数がある。

ミラー指数は、最終的には群論に繋がり、金属関係を

専攻する大学および大学院では機器分析の一つである

X 線回折や電子線回折と関連付けてしばしば取り上げ

られ、大変重要であり、正しい理解が望まれる。また、

群論の理解まで進むと、統一的に材料を扱えるように

なり、暗記物と思われがちな材料学に“愉しさ”を見

出す学生も増えると推測されるので、ぜひミラー指数

を扱った教材の作成にも取り組みたい。 

 

※1：岐阜高専 機械工学科(講師) 
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教科「ものづくり入門」における AL 事例紹介 
 

高橋 憲吾※1 / 宮藤 義孝※1 
Kengo TAKAHASHI / Yoshitaka MIYAFUJI 

 
 
1. はじめに 

 Active Learning(以下 AL)は第 82 回文部科学省中央審

議会(平成 24 年 8 月 28 日)において，大学教員等の「質

的転換」が答申され，「生涯に亘って学び続ける力，主

体的に考える力を持った人材は，学生からみて受動的

な教育の場では育成することができない．従来のよう

な知識の伝達・注入を中心とした授業から，教員と学

生が意思疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，

相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り，学

生が主体的に問題を発見し解を見出していく能動的学

修(AL)への転換が必要である．」と報告されている(1)． 

 つまり，「効果的な学修」というのは授業において教

員がまとまった知識を学生に一方向的に教壇から教授

する方法ではなく，双方向的に授業を進め，「学生の思

考を活性化させる」ことにある．このことは最終的に

は学生が就職した時に「職場や地域社会で多様な人々

と仕事をしていくために必要な基礎的な力，汎用的能

力(Generic Skill) 」(2)の育成につながるとされている． 

 

2. 準備状況 

 「ものづくり入門」は機械工学科 1 年生の通年科目

であり，前期 10 回まではものづくりに必要な「工作機

械および安全作業に関する基礎知識」を学修する授業

で，前期 5 回・後期 15 回はものづくりに必要な「設計

製図に関する基礎知識」を学修する授業で構成されて

いる．ものづくりにおいては設計製図なくしては加工

ができないために，1 年生から設計製図に重きをおい

たカリキュラム構成となっている．さらに，学生に対

して「効果的な学修」，「双方向的に授業を進め思考を

活性化させる」，という観点から，授業においては「教

員から学生への質問の投げかけ」をまず重視し，学生

に主体的に授業参加してもらうことを教員同士で事前

に話し合い確認をしている． 

 

3. ALに潜む危険な矛盾 

 実際にALを行うに当たり，担当教員同士で常に話し

合いをしてきたことは，学生は教員の授業方法を見て，

学生自身がそれなりに適応していくことが多く，わざ

とらしく，「では，皆で考えてみてください」とか「グ

ループに分かれて話し合ってみましょう」という方法

は安易にこの授業ではとらないことを確認した．なぜ

ならば，授業を進める方法には教員個々の暗黙のルー

ルや雰囲気があり，しっかりと講義をして聴講させる

時間と学生に主体的に考えさせる時間のメリハリをつ

けることがまず重要であるという共通認識に至ったか

らである．このことはALを行うに当たり非常に重要な

ことで，講義を行っている途中で考える時間も与えず，

聴講に集中している学生に対して「どう思うか？何か

意見は？」と聞いても無駄ということが理由である． 

 学生に考えさせるということは一歩間違えると，教

員がALをしなければいけないという形態ばかりに目

が奪われ，本質を見失ってしまうという矛盾をはらむ

危険性がある．ゆえに， このことに一番注意を払った． 

 

4. 安全教育と基本的な機械工学実習の学修 

 前期においては， 第1回～第10回(各180分)までは各

授業の60分は教室でプロジェクタを用いて安全教育の

ビデオを見ることと自作のパワーポイントを用いて工

作機械の使用における安全作業の講義を行い，残り120

分は実際に工場に移動して学生は5班に分かれて，「手

仕上げ」,「旋盤加工」，「フライス盤加工」，「エン

ジン分解組立」，「溶接」の基本的作業を学修する． 

 1年生は中学校から進学してきてすぐであり，安全意

識はもとより工作機械のことも全く知らずに入学して

くるのが現状であり，工作機械を操作したことのない

学生が実際に安全教育のビデオを見せると，内容のわ

ざとらしさに笑っている学生もおり，「何が危険で何

が安全なのか全く解らない」状況にある．一例として

授業中に学生全員に対する質問として「何故作業着を

着る必要があるのか？」「何故安全靴を履く必要があ

るのか？」と問うたところ学生の大半が大きな声で「安

全のため．怪我を防ぐため．」と答えており，つぎに

個々の学生を指名して「本当に作業着や安全靴を履い

ていたら安全なの？」と問いかけると．無言で返事が

返ってこない．そこで再び全員に対して「じゃ安全に

作業するためには何が一番大切か？」を隣同士で考え

させる．すると，「しっかりした作業方法・作業手順

を習得することが何よりも一番大切である」ことに気

付く． 

  

5. 設計製図の学修 

 「ものづくり入門」は機械製品の立案計画段階であ
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る機械設計と，これに続いた製品を具現化する段階で

ある機械製作の2段階により構成される．順序は少し入

れ替わっているが，後期授業で中心となる機械設計で

は，製作する製品の仕様を満たすように形状・寸法・

材料を決める．それらの情報は，正しい図面により製

作者に伝えられ，機械部品を製作するために用いられ

る．本科目は機械工学科の1年生が始めて受ける専門科

目であり，前期10回の授業では安全教育と機械工学実

習の基礎を，前期5回および後期15回の授業では機械設

計製図の基礎について学ぶ． 

機械設計製図の授業では，ものづくりに必要な図面

の基礎知識として，三次元物体を二次元平面に描写す

る手法をはじめ，図面を描く上で重要となるJIS規格や

製図則を学ぶ．これらの知識を基に，具体的製図例を

課題として実際に製図用具を用いて手製図することに

より，実践的に製図の正しい知識と技術を身につける． 

 

6. 設計製図における反転授業の導入 

本教科における手製図の課題では，正しい図面の描

き方を学ぶことに重点を置いているため，クラス全員

が同じ課題に取り組む．そのため，学生は手本となる

図面を考えることなく模写することになりがちであり，

各図形が表す意味や，記号の意味をしっかりと理解で

きていないという問題がある． 

そこで，本教科における手製図の授業では反転授業

として，事前に図 1 に示すような読図課題を配布する．

図 1 は，当日手製図する軸支持台を題材とした読図課

題であり，図面内に問題が記述されている．例えば，

(a)表面性状の記号の意味を答えさせる問題，(b)穴の淵

が二重の円になる理由を答えさせる問題，(c)リブに描

かれた図形の意味を答えさせる問題などがある．また，

(d)材料記号の意味を答えさせる問題は，2 年生で習う

範囲であるが，教科に対する学生の自主性を養うため

に教科書等で事前に調べてくるように指示する． 

7. 設計製図授業における学修 

手製図課題の授業では，前半に読図課題の解説し，

後半は各自で手製図をする．解説では，まず，席の近

い人同士回答を見比べできなかった部分については教

え合うようにする．これにより，友人と回答が合って

いることを確認でき，自分の回答に自信をもたせる．

また，教えるあうことで学生自身の理解度も向上させ

ることができる． 

次に，教員が課題について解説していくが，この際

にはプロジェクタ型電子黒板を用いる．製図の授業で

は複雑な図形について説明することが多く，電子黒板

に映した図面に電子ペンで記入しながら説明すると学

生は内容を理解しやすい．また，この授業では「教員

から学生への質問の投げかけ」の時間を必ず確保する

ことを事前に話し合っており，解説後は学生全体に質

問を投げかけ自由に回答・説明させる．先日の授業で

は，図 1(e)に示す C1 の記号がもつ意味(45 度で 1mm の

面取り)を学生が答えると，ある学生が他の角度の場合

はどう表すのかと疑問を発し，それに対し別の学生が

自ら説明する場面があった．自由に発言できる場によ

り，学生は主体的に授業に取り組むようになると考え

る．授業後半は，学生は各自手製図課題に主体的に取

り組む．図面について様々な質問が出るが，既に学修

した内容についての質問には多くを教えず，教科書を

調べさせ学生自身が答えにたどり着けるよう導く．自

分で考えて図面を描けるようになるということが学生

の自信となり，主体的学習につながると考えている． 

 

8. まとめ 

 学生全体へ質問，つぎに個々の学生へ質問する方法

は双方向の授業・実習を進める上で順調に行えた感触

を得ている．また，反転授業としての読図課題および

電子黒板による解説が設計製図教育におけるALとし

て有用であることを確認した．次年度以降は，2・3年

生の機械工学実習・機械設計製図の授業でも同様の手

法を展開させ，学生の主体的な学びを推進させていき

たい． 

 

参考文献 

(1)「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向

けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大

学へ～(答申)」，中央教育審議会(第 82 回総会)資料，

2013． 

(2)「PROG 白書 2015―大学生 10 万人のジェネリック

スキルを初公開」,PROG 白書プロジェクト，河合塾監

修，2014． 

 

※1：岐阜高専機械工学科(助教) 
図 1 読図課題 
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アクティブ・ラーニングの試み 
 

山田 功 

 

1. はじめに 

 現在の社会が学生に求める力は、単なる知識を獲得

するだけでなく、獲得した知識を応用・実践する力で

ある。しかし、この応用・実践力は従来の板書を基本

とした学生への単方向の授業形態では身につけること

が困難であることが知られている。E-learning による

双方向学生参加型の教材を作成し授業に取り入れたが、

学生の積極的な学習への興味・やる気という能動的学

習態度が確認できなかった。 近年、知識の定着と応

用・実践力を身につける授業形態として注目されてい

るものにActive Learning(AL)がある。このALで総称さ

れる学生参加型授業、PBLを取り入れた授業が学生に

学習意欲を持たせ、知識の定着に有効であることが言

われている。そこで、私がH26担当した教科目で試み

た授業について報告する。 

 

2. 教科目「信号処理」へのAL導入 

2-1. 授業の内容 

「信号処理」は、第４学年で開講されている必修科

目の１つである。授業内容はアナログ信号、ディジタ

ル信号における線形システムの空間領域及び周波数領

域における入出力処理、フィルタリング処理などであ

る。授業の内容を理解するには次にあげる数学的なバ

ックグラウンドを必要とする。①たたみこみ積分、②

フーリエ級数、③フーリエ変換、④ラプラス変換、⑤Z

変換他。しかし、本科のカリキュラムでは、信号処理

の開講までに上にあげたすべての内容は講義されてい

ない。そこで、数学的厳密性は除き道具として利用で

きる範囲の内容を説明している。授業目標は、①信号

の時間領域表現と周波数領域表現(スペクトル)の関係、

②線形システム応答、③フィルタリング、④ディジタ

ル化等について理解し、基本的な問題が解けることで

ある。 

2-2. 従来の授業形態と問題点 

H25 年度までの授業は、PPT ファイルで作成された

授業内容を教室のプロジェクタ―で表示しながら口頭

で説明をおこなった。授業終了後、次週提出の課題を

配布した。授業中に質問がないかを学生に問いかける

が、積極的な質問はない。回収した課題は、提出状況

を確認するだけで、毎回解説はおこなわなかった。提

出されたレポートの内容は類似したものが多く、学生

個々の理解度を把握することは難しく、学生自ら積極

的に考え問題を解くという姿勢はみられなかった。最

終成績は 17 人の不合格者をだす結果となった。このこ

とは、多くの学生が教科目の内容に興味が持てなかっ

たこと。さらに、「信号処理」という科目に“難しい”

という印象だけを残した授業てしまったことである。

このような結果になった原因と問題点を次に考察する。

①プロジェクターによる授業は、十分な授業設計（個々

のスライドで何を学生に伝えるかを明確にするなど）

がなされてないと、スライドの進行が早く、学生に考

え、理解する時間を与えることができないことである。

１つのスライドの内容が理解できないと次のスライド

の内容も当然理解できないことになる。②毎回の課題

は、回収し提出状況を調べるだけでは、当然学生に問

題を自ら解く意欲は起こらない。毎回学生の解答内容

をチェックして、次回の授業で理解できてない点につ

いて解説すること、レポートは添削して返却すること

が大切である。このことが、学生が教科に興味を持ち、

授業に能動的に参加するための重要な要素と考える。

③授業中に学生が質問することは、学生がある程度教

科内容を理解できてないと難しく、心理的にも自分の

質問が的を得ているかが不安でできないと考える。教

師からの質問も思いつきの質問は効果がなく、十分な

授業設計、すなわち授業を始める前に、質問の目的と

内容を明確にしておくことが必要である。 

2-3. ALの導入（積極的な授業参加の方法） 

H26年度は、従来型授業の反省を踏まえ、広義のAL

を試みた。その内容を次に示す。①プロジェクタ―に

よる教材提示をおこなわず、板書をしながら口頭によ

る説明をおこなった。ただし、授業内容はPPTファイル

としてWEB上にアップロードされており、学生は各机に

取り付けられたPCでアップロードされた授業内容を授

業とは非同期で参照することができる。②従来までの

課題は単にレポートとして回収する形式であった。H26

年度は、図(1)に示すように表面に問題を記載し、裏面

に問題の理解度及び教師の授業の進め方に対するアン

ケートと授業についての希望と質問を記述する欄を設

けた。その目的は、レポートにより、学生が問題をど

の程度理解できているか、どのような間違いをしてい

るかを確認することである。さらに、学生が自分の理

解度をどのように把握しているかを知ることでらう。

試験後に解答とアンケート内容を比較することで、知

識の定着度合を確認することである。次回の授業では、
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コメントを書きこんだレポートを返却し、授業の始め

に復習として解説をおこない、知識のより確かな理解

と定着を期待している。自由記述欄は、授業について

の希望、授業中できなかった質問、課題につての質問

が自由にできることを想定した。 

 
信号処理 課題２（複素フーリエ級数展開）  

                     月 日  学年  番 氏名    

問題 次の周期関数を複素フーリエ級数展開しなさい。 

  

図(1) 表面 

 

授業アンケート 

信号処理（２） 

授業目標： 

Ａ．達成評価項目（それぞれの達成度を１～５で回答してください） 

１．できない，２．あまりできない， ３．どちらでもない，    

４．まあまあできた，５．よくできた 

 評価項目 評価 

１ フーリエ級数展開と複素フーリエ級数展開の関係

が理解できた 
 

２ 複素フーリエ級数展開の計算ができる  

３ 周期関数の周期とスペクトルの関係が理解できた  

Ｂ．授業評価 

１ 熱心に授業を受けたか  

２ 授業内容をよく理解できたか  

３ 総合的に授業の目標を達成できたか  

４ 総合的によい授業であったか  

５ 学生への対応。配慮は適切か  

授業方法、授業内容に対する希望を書いてください。 

                図(1) 裏面 

授業中、教壇から“質問ありませんか”と問いかけて

も、学生は、ほとんど挙手をして質問することがなか

った。反省を踏まえ、授業中に演習問題の時間を設け、

教室内を巡回して、質問のし易い環境を作った。その

他、教員室及びメール等にて質問を受け付けることを

授業の始めに学生にアナウンスした。 

2-4. AL導入の成果（試験結果と学生の意識） 

 を次に示す。対称科目（信号処理)におけるH25年度

とH26年度の試験結果の比較を表(1)に、学生アンケー

トを表(2)に示した。学生アンケートは、試験終了後の

フォローアップ時に実施される。H26年度から実施した

図(1)の裏面のアンケートは、毎週自宅で課題をおこな

ったときに各自で記入する。 

以上のデータをもとに、AL導入の成果を評価した。 

表(1) 試験結果 

信
号 

処 

理 

中
間
平
均
点 

中
間
標
準
偏
差 

期
末
平
均
点 

期
末
標
準
偏
差 

総
合
点 

標
準
偏
差 

不
合
格 

到
達
度
試
験 

H25 64 18 64 15 64 14 17 334

H26 73 18 78 18 79 14 4 408

比 0.88 0.82  0.81  0.82

                  表(1) 

試験結果における H25 年度と H26 年度では信号処理の

成績の比がほぼ 0.8 と、３年次実施された物理・数学

の到達度試験と同様の傾向を示している。信号処理に

おける H26 年度の平均点が H26 年度に比較し１０点程

度向上しているのは、授業における AL 導入によるもの

とは言えず、各学年の能力の違いに因るものであると

考える。中間と期末の結果を比較すると、H25 年度は

それぞれ 64点と変化がないが H26 年度は 73点から 78

点に増えている。このことは、AL が学習意欲向上に効

果があることを示している。 

表(2) 学生のアンケート評価 

  学生アンケート   

アンケート項目 H25 H26 
学生に説明した改

善内容 

(1)授業を熱心に受けましたか 3.2 3.9    

(2)この科目の内容はよく理解で

きましたか 
2.4 3.4    

(3)総合的に判断して、この科目

の目標・目的を達成したと思い

ましたか 

2.5 3.3    

(4)総合的に判断して、この授業

は良かったと思いましたか 
2.4 3.3    

(5)学生への対応・配慮（進度・

質問・板書・理解度の把握な

ど）は適切でしたか 

2.3 3.4  

学生の理解度を確

かめながら授業を

進める 

(6)改善点がある場合、それは

改善されたと思いますか（2 回

目に実施） 

  3.4    

授業アンケートは、テスト返却後に実施されるため、

テスト結果が回答内容に大きく影響していると考える。

H25 年度と H26 年度の学習アンケートを比較すると、

(1)から(6)すべての項目について改善がみられる。こ

のことは AL が学習意欲向上に効果があることを示し

ている 

3．今後のALにおける課題 

AL を実施するためには、各回の授業の達成目標、継

続的に教材の推敲をおこなうことなど、十分な授業設

計をおこなうことが重要と考える。各回の授業で

PDAC ループが機能していることが AL 成功の重要な

要素と考える。 
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電気情報工学科の実習・実験における ALの活用 
 

田島 孝治※１ 白木 英二※１    飯田 民夫※2   山田 博文※3 
Koji TAJIMA  Eiji SHIRAKI  Tamio IIDA Hirobumi YAMADA 

 

1. 電気情報工学科における実習・実験の特徴 

 電気情報工学科は、第一学年から第五学年まですべ

ての学年に実習・実験の授業科目がある。実習・実験

では、通常の講義で学んだ知識を活かし、回路製作や

特性の計測を行う。学生が主体的に計測や製作に取り

組むことで、電気・情報を実践的に学ぶことができる。 

本実験は、基礎実験と課題解決型の製作実習を組み

合わせて行うことが特徴である。「オームの法則」や

「トランジスタの静特性」などの学年に合わせた基本

的な実験に加え、表１に示す創造・製作実習を行って

いる。この製作実習は、ハードウェア（電気）とソフ

トウェア（情報）の知識と、自ら学んだ知識を組み合

わせ、モノを作り上げる力を身に着けることを目的と

しており、学年ごとに段階的な課題を与えている。 

表１ 電気情報工学科の創造・製作実習 

学年 実習・実験の内容 

1 マトリックスLEDの点灯制御 

2 電子回路の製作とセンサの制御 

3 マイコンを用いた電子工作 

4 チームワークの形成と、 

技術を伝えるためのモノ作り 

5 PBL（課題解決）方式のモノ作り 

 

第一学年は、ハードウェアの出力を、ソフトウェア

で制御する点に注目している。課題は２進数を使った

マトリックスLEDの制御である。この課題では、イニ

シャルや花火などのアニメーションを、LEDを使って

出力することを目指す。電子回路、プログラムの基本

的な部分は完成したものを与え、表示させたいパター

ンを個人で検討、実装、動作確認させている。 

第二学年は、センサ入力を用いたハードウェアの制

御に注目している。この実験では、図１のような路面

の信号を読み取って、自走する車を制御するプログラ

ムを作成する。車には、反射型のフォトリフレクタと

モータをマイコンから制御できるようになっている。 

 

図１ ２年生実験用の車とその路面 

車が走行する路面は、白黒に塗り分けられ、クロック

信号とデータ信号を表している。学生は車を制御する

プログラムを作成する。プログラムを工夫して車のス

ピードや、読み取りタイミングを変化させ、どれだけ

早く、正確にデータを読み込めるかが評価対象になっ

ている。 

第三学年は、マイコンを使ったオリジナルのハード

ウェアを作ることに注目している。これまでの学年と

は異なり、自分の好きなハードウェアを製作する。マ

イコンを用いて、センサ値を読み込み、モータやLED

などの出力装置を制御するという条件のみが与えられ

ている。学生の自由な発想により作られた製作物を評

価するが、第三学年では「暗くなると自動で点灯する

ライト」のような、簡単な作品を作っても良い。 

第四学年は、これまでに学んできた技術を中学生や

一般の方に伝えることに注目している。また、第三学

年までとは異なり、グループで一つの製作物を作るこ

とも目標となっている。製作物は、「電気・情報の最

新技術を紹介する」となっている。３人～５人のグルー

プで、半年間かけて１つの大掛かりな作品を作成する。

この実験では、優秀作品を一般投票により選ぶ、弁理

士を招いて技術・内容を評価するという工夫により、

図２のような創造性の高い作品を作ってきている。 

 

図２ ４年生実験で製作した作品の一例 

※1：岐阜高専電気情報工学科(助教) 

※2：岐阜高専電気情報工学科(講師)  

※3：岐阜高専電気情報工学科(准教授) 
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第五学年は、これまでの知識をすべて用いて、PBL

（Project-Based Learning:課題解決型学習）方式のモノ

作りを行う。電気分野では、「風に向かって走るロボッ

ト」、「発電しながら縄を登るロボット」、情報分野

では「写真から標識を判別し認識する」、「オリジナ

ルボードゲームのアルゴリズムを作る」といった課題

を与え、研究室対向型で課題の解決を目指す。どちら

もこれまでに開発されていないアイデアが必要なので、

解決のためのアイデアと実現力を評価する。 

以上のように、この実習では多くの作品を学生が主

体となって製作することで、技術力、発想力を見につ

けさせている。また、実習は単に製作だけを行うもの

ではない。実習の最後に、自らの考えをプレゼンテー

ションにまとめ、他人に伝えることも課題になってい

る。この結果、社会で求められる創造力、問題解決能

力、プレゼンテーション能力を高めることができる。 

 

2. 第３学年におけるALの実施状況 

2-1. これまでの実施状況 

電気情報工学実験では、本年度以前からALに相当す

る授業方式での実験が行われていた。図３に実験中の

様子を示す。通常の実験では、４人または５人が１班

となって、実験書に沿って実験を行う。実験書は事前

に配布されているが、そこには回路図と実験手順が簡

単に書かれているだけであるため、事前に関連知識を

学んでおく必要がある。実験が始まると、教員は回路

チェックと結果のチェックは行うが、回路の製作や結

果の検証は学生自身が行う必要がある。 

 

図３ 電気情報工学実験の様子 

 

2-2. H26年度より実施したAL  

前述のとおり、製作実習ではマイコンを用いた電子

工作を行うが、前年度までは各自が勝手にアイデアを

考え、特に他の学生と連携することは行ってこなかっ

た。また、学習内容も学生ごとに差が大きく、本当に

簡単なものを作るだけで終わってしまう場合があった。 

そこで、学生間での学びあいをサポートするために、

次の３つの改善を行った。 

（１）事前知識の強化 

 マイコンを使った製作以前には、自分でマイコンの

ための回路を作ることが一度も無かったため、３回分

の導入実験を追加した。マイコンとはどんなもので、

どんなことができるのかを、事前に体験させた。 

（２）アイデアを考える体験の実施 

簡単な電子工作キット（リモコンで動くロボット）

を教室で動かし体験させた。これはスイッチの

ON-OFF だけで動くものであり、中学生程度の知識が

あれば作れるものである。センサを活用することでこ

のロボットがどう変化するかを、学生に考えてもらい、

隣の席の学生に対して説明する機会を設けた。 

（３）グループワークによるアイデア検討会の実施 

（２）の後に、マイコンを使った自分オリジナルの

作品を考える時間を設けた。この時間では、「実現（ま

たは実装）の方法については気にしなくて良い」と条

件をつけ、個人で自由にアイデアを検討させた。その

後、６名程度のグループを作り、図４のようにグルー

プ討論を実施した。グループ討論では、グループの中

でお互いに自分のアイデアを発表し、グループ内で最

も面白いアイデアを、班員同士で選んでもらうことに 

 

図４ GWを利用したアイデア検討の様子 
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した。その後、選んだアイデアをブラッシュアップす

る時間を設け、最後にグループ単位でアイデアの発表

会を実施して、最も優れたアイデアのグループを選ん

で、お互いに称えあった（図４(b)）。 

以上の取り組みの結果、学生はアイデアスケッチに

自分の作りたいものを具体的に書くことができるよう

になった。図５は学生のアイデアスケッチの一部であ

る。タイトルや使いたいセンサ、機能などが明確に記

述されていることがわかる。 

本年度の作品製作は現在進行中であり、まだ完全に

は作品が完成していない。このため、昨年製作した作

品のなかで優秀なものを図６に示す。この実習は、授

業冒頭の 10 分程度でスケジュールや連絡事項を説明

するが、以後は、すべて製作のための時間としている。 

 

図５ 学生の作成したアイデアスケッチ 

学生は自由に機材を使い、開発作業を進めていく。指

導教員および技術職員は学生の質問に答えながら、機

材や機器の使い方を指導する。学生は自分の目的をき

ちんと説明しなければならず、学習効果は高いと考え

ている。 

 

3．今後の課題と更なる発展のために 

今後の課題として、学生からのフィードバックの収

集および分析と、進行度のばらつきを軽減する方法の

検討がある。本年度の実験終了後も、例年同様に授業

のアンケートを行う予定であるため、この結果を比較

しながら、効果を検証する予定である。また、グルー

プワークについての意見も収集したいと考えている。

進行度のばらつきについては、毎回の目標を立てたが、

回路製作に多くの時間が必要な作品と、プログラミン

グに多くの時間が必要な作品があり、一律に決めるこ

とは難しかった。進行度が遅い学生に関しては、具体

的に何をするのかがわからず、時間の見積もりができ

ていないことが多いので、初回の授業に専攻科生の TA

などを交えてスケジュールを作る作業を行って、改善

していきたいと考えている。 

今後の発展のために、学生自身が作った作品に関す

るセンサなどの素子情報、回路図、プログラムなどを

集約し、次に同じテーマで学習を進める学生のための

教材として活用できる枠組みも検討していきたい。 

 

図６ 学生の作成した製作物 
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建築設計教育における AL 実施状況 
 

今田 太一郎※１ 
Taichiro IMADA 

 
１．地域課題解決提案を設計課題テーマに設定 

社会と建築の関わりを理解することをテーマに掲げる

第４学年の建築設計製図 II では、先に挙げた設計競技

への参加に加えて、後期課題として地域社会を対象に

まちづくりを視野に捉えた課題設定を行ってきた。こ

れには建築が地域社会と深く関わり合うことを理解し

た建築技術者を育成するという狙いがある。 

 課題は①対象地域の現状調査 ②まちづくりの方法

の提案 ③まちづくりの計画と連動した施設、道路、

公園等の公共空間の設計 の３段階で構成されている。 

 

２．過去の建築設計製図Ⅱ課題の対象地域とテーマ 

平成 15 年度：岐阜市の繊維問屋街を対象としてまちづ

くり提案および高齢者のための居住施設と多用途施設

による複合施設の計画を行った。 

平成 16 年度：大垣市駅前商店街の活性化策の提案およ

び、まちづくりのための施設設計、道路整備案の作成

を行った。 

平成 17 年度：柳ヶ瀬商店街を舞台にまちづくりのソフ

ト面での提案から施設の設計、さらに道路整備案に至

る活性化案の作成を行った。 

平成 18 年度：旧名鉄駅舎跡地（岐阜県北方町）利用を

テーマとして、町の活性化策および活性化のための施

設をデザインした。 

平成 19 年度：再び繊維問屋町をテーマに取り上げ、ま

ちの再生のための設計案を提案した。地元建築家、住

民に対して発表会を行い（写真１）、地元メディア（テ

レビ局）の取材を受け、ニュースで取り上げられた。 

    
         写真１ 

平成 20 年度：岐阜市柳ヶ瀬地区を再度取り上げ、コ 

ンパクトシティを念頭において、福祉系居住施設と他 

の建築プログラムを連動させたまちづくり案および、 

施設設計を行った。 

平成 21 年度：岐阜県本巣郡北方町の商店街を舞台に商

店街の活性化案、案に基づく施設設計を行った。その

後、商工会の依頼により、全学生の提案を掲載した冊

子を作成、提案書として商工会に提出した。（写真２） 

 
写真２ 

平成 22 年度：岐阜市伊奈波地区のまちづくり案および、

まちづくりと関連づけた寺院の設計案を作成した。 

 この課題のテーマ設定は当該地域でまちづくりに関

わる寺院副住職からの相談を受けて、設定された。課

題を行うにあたって、老舗の集まりであり、まちづく

り活動の担い手である「若旦那会」の協力を得て、学

生たちは地域の歴史的背景やまちづくりの現状につい

て街の中を巡りながら説明を受けた。また、講評会に

は「若旦那会」のメンバーも参加した。 

平成 23 年度：本巣市宗慶地区のまちづくりの計画、お

よび同地区に立地する古墳公園の整備計画、まちづく

りの計画と連動した地域施設の設計を行った。本課題

で提出された公園整備案の一部は、近隣の商業施設に

おいて行われた岐阜高専のアウトリーチ活動イベン 

トにおいて展示され、地域住民に紹介された。 

 また、本年度は建築設計製図 II 第二課題においても

本巣市と協力し、「根尾長嶺地区廃校活用の提案」をテ

ーマとして作品を作成し、地域住民が参加する講評会

がコンペティション形式で行われた。（後述） 

平成 24 年度：平成２１年度に実施した課題以降、徐々

に活動を活発化させてきた北方町の商店街を対象に再

度、まちづくりの企画から施設設計にいたる課題を行

った。本課題では、まちづくり活動を行っている地元
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組織から、学生が話しを伺い、また、活動の拠点とし

て活用されている歴史的建築物である北方啓文社と関

連づけた敷地を設定した。 

 

３．地域をテーマにした設計課題の意義 

 建築設計製図 II 後半で行ってきた地域づくりをテ

ーマとした課題では、長年取り組む中で次第に、市民、

行政を含めた地域から建築学科の課題に設定して欲し

いという要望が上がるようになり、実際の地域づくり

と連動して課題を行う場面も増えつつある。  

 そうした地域の要請の高まりからも学生の提案や学

生が地域と関わることそのものが地域づくりに活力を

与える可能性があることが伺える。また、学生自身に

とっても実際のまちの状況を体験し、街の人々と触れ

合いながら考えることで、学校で学ぶ建築と実際の社

会の関わりについて体感的に得るものが大きい。 

 以下では、地域と連携した設計課題の実践について

の事例を詳細に説明する。 

４．平成２３年度課題「根尾長嶺地区廃校活用の提案」

の詳細 

１）実践活動の概要 

本事業では本巣市根尾地区にある、住民や行政が今

後の対応に苦慮している廃校を対象とし、建築学科の

学生が、当該建築を利活用するための、具体的な提案

を行った。具体的には、以下の活動を行った。現場の

現状把握、住民の思い出や将来への要望などを調べる

現地調査、地域・市内の魅力調査、全国的な類例調査

の実施を経て、図面・模型の作成、各自の計画案を建

築図面にまとめて地元住民へのプレゼンテーション。 

２）解決提案の方向性 

地元市議会でも当該建築の今後については議論され

るなど、地域での関心は高い一方で、明確な再生アイ

デアがないのが現状であった。そこで、岐阜高専の有

する建築に関する専門技術（教員）および若く柔軟な

発想力（学生）と、住民や行政の持つ実行力とを結び

付け連携することで、問題を解決に導くアイデアを示

すことができるのではないかと考え、まず本事業にお

いて高専学生によるアイデアを提案することとした。 

３）実施概要の報告 

当初計画した本事業の活動計画を、表１に示す。な

お、今回の課題作成・提案は、岐阜高専建築学科第 4

学年「建築設計製図 II」の 1 課題として取り組んだ。 

2011 年 6 月に課題を出題し、同月 23 日に全員で現

地調査を実施、地元自治会長や市役所職員の話を聞い

た後、廃校となった小学校の木造校舎など各施設を見

学、敷地周辺も歩き地域の魅力を探った。後日、この

調査の結果はレポートにまとめた。 

7 月〜8月は各自、地域の発展・活性化のために当該

建築をどう利活用するか、何が必要で何が不要か検討

を重ねた。自らの計画案をまとめる過程では、スタデ

ィ模型を用いて施設の規模やデザインの確認を行った。 

9 月には、個々の提案するアイデアを建築図面とし

て表現するための制作に取り掛かり、最終的に各自 A1

サイズ図面 2枚～5枚にまとめて提出した。 

9 月 27 日午後 2時より、本巣市根尾文化センター3 

表１ 活動スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階大ホールにて「廃校舎活用 岐阜高専学生設計アイ

ディアコンペ」を開催した（図 6）。同イベントは、学

生による 39 の提案を展示し、市役所職員の協力で参加

した地元住民の方々の投票によるコンペ形式のプレゼ

ンテーションとし、1次審査を通過した11作品による、

2次審査を経て最終的に最優秀・優秀作品を選び、そ

の作品を提案した学生を表彰、賞品を授与した。 

    

          写真２ 

４）課題実施後の総括 

本事業により若い学生達の発想による、39 の魅力あふ

れる提案が出された。しかしながら、決してこれらは

実施案ではなく、単なるアイデア（未来像）に過ぎな

い。地域の建築資源の有効活用を本格的に推進してい

くために、今後は当該地区の住民自らが地域活性化の

ために何が必要なのか、廃校舎をどう利用すれば良い

のかなどを検討し、自治体・行政・専門家と共に考え

ていく必要がある。 
※1：岐阜高専建築学科(准教授) 

実施内容

2011 年 6月 ： 課題説明、現地調査（本巣市根尾）

【本巣市根尾地区の魅力について調べた内容をまとめる】

課題検討１（複合させる機能：地域に必要なもの）

2011 年 7月 ： 課題検討２（廃校の再生案）

【地域の発展・活性化、廃校の活用についてまとめる】

課題検討３（何が不要で何が必要か：何をつくるか）

2011 年 8月 ： 課題検討４（スタディ模型を用いた検討）

【スタディ模型を用いて示す計画提案の提示】

2011 年 9月 ： 課題製作

2011 年 10月 ： 作品提出

2011 年 11月 ： 地域住民の前でのプレゼンテーション、講評会

2011 年 12月 ： 地域住民への成果をまとめた印刷物の配布

日　程
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